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一
、
は
じ
め
に

　

劉
勰
（
四
六
六
？
～
五
二
〇
？
）
の
著
し
た
『
文
心
雕
龍
』
は
、

総
合
的
な
文
学
理
論
の
書
で
あ
る
。
構
成
は
五
十
篇
か
ら
な
る
が
、

大
き
く
上
下
二
篇
に
分
か
れ
、
上
篇
二
十
五
篇
の
内
、
最
初
の
五
篇

は
文
学
の
根
本
を
説
き
、
つ
づ
く
二
十
篇
に
て
三
十
三
の
ジ
ャ
ン
ル

に
つ
い
て
の
理
論
を
述
べ
て
い
る
。
下
篇
は
、
二
十
四
篇
に
わ
た
っ

て
、
作
者
の
心
構
え
や
修
辞
技
巧
上
の
問
題
等
、
創
作
論
と
も
い
う

べ
き
議
論
を
展
開
し
、
最
後
の
「
序
志
篇
」
は
、
本
書
の
序
文
と
も

い
う
べ
き
内
容
で
、
著
述
に
至
っ
た
動
機
や
本
書
の
構
成
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。

　

六
朝
期
後
半
の
梁
代
に
、
こ
の
よ
う
な
体
系
的
な
文
学
理
論
、
文

学
評
論
の
著
作
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の

専
論
に
よ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
一
方
、
辞
賦
と
い
う
文
体

に
限
っ
て
文
学
理
論
の
展
開
を
見
れ
ば
、
古
く
は
『
漢
書
』
芸
文
志

「
詩
賦
略
」
や
、
班
固
「
両
都
賦
」
の
序
文
、
曹
植
ら
建
安
文
人
た

ち
に
よ
る
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た（

（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、『
文
心
雕
龍
』
に
は
「
詮
賦
篇
」
と
い
う
辞
賦
に
関

す
る
議
論
を
ま
と
め
た
一
篇
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
文
心
雕

龍
』
に
関
す
る
研
究
、
ま
た
は
辞
賦
に
関
す
る
研
究
で
し
ば
し
ば
言

及
さ
れ
る
が
、「
詮
賦
篇
」
を
は
じ
め
『
文
心
雕
龍
』
に
見
え
る
賦

論
そ
の
も
の
を
対
象
と
す
る
先
行
研
究
は
少
な
い
。
管
見
の
限
り
日

本
で
は
中
島
千
秋
「「
詮
賦
篇
」
の
「
鋪
采
摛
文
。
體
物
寫
志
。」
に

つ
い
て
」（『
目
加
田
誠
博
士
還
暦
記
念
中
国
学
論
集
』、
大
安
、
一

九
六
四
年
）
が
あ
る
の
み
で
、
中
国
で
は
許
結
「
劉
勰
以
「
詮
賦
」

為
中
心
的
明
体
説
」（『
中
国
辞
賦
理
論
通
史
』
上
下
、
鳳
凰
出
版

社
、
二
〇
一
六
年
）
が
最
近
の
専
論
と
し
て
あ
る
。

　

本
論
は
、
こ
の
『
文
心
雕
龍
』
の
一
篇
を
担
う
「
詮
賦
篇
」
に
注
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目
し
、
中
国
に
お
け
る
総
合
的
な
文
学
理
論
の
著
作
で
あ
る
『
文
心

雕
龍
』
に
お
い
て
辞
賦
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、『
文
心
雕

龍
』
に
お
け
る
創
作
理
論
に
お
い
て
辞
賦
作
品
が
ど
の
よ
う
に
議
論

さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。

二
、「
詮
賦
篇
」
の
概
要
（
1
） 

賦
の
起
こ
り
と
漢
賦
の
発
展

　

ま
ず
、「
詮
賦
篇
」
の
内
容
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

詩
有
六
義
、
其
二
曰
賦
。
賦
者
、
鋪
也
、
鋪
采
摛
文
、
體
物
寫

志
也
。
昔
邵
公
稱
公
卿
獻
詩
、
師
箴
瞍
賦
。
傳
云
、
登
高
能

賦
、
可
爲
大
夫
。
詩
序
則
同
義
、
傳
説
則
異
體
、
總
其
歸
塗
、

實
相
枝
幹
。
故
劉
向
明
不
歌
而
頌
、
班
固
稱
古
詩
之
流
也
。
至

如
鄭
莊
之
賦
大
隧
、
士
蒍蒍
之
賦
狐
裘
、
結
言
短
韻
、
詞
自
己

作
、
雖
合
賦
體
、
明
而
未
融
。
及
靈
均
唱
騷
、
始
廣
聲
貌
。
然

賦
也
者
、
受
命
於
詩
人
、
拓
宇
於
楚
辭
也
。
於
是
荀
況
禮
智
、

宋
玉
風
釣
、
爰
錫
名
號
、
與
詩
畫
境
、
六
義
附
庸
、
蔚
成
大

國
。
述
客
主
以
首
引
、
極
聲
貌
以
窮
文
、
斯
蓋
別
詩
之
原
始
、

命
賦
之
厥
初
也
。

詩
に
六
義
有
り
、
其
の
二
を
賦
と
曰
ふ
。
賦
は
、
鋪
な
り
、
采

を
鋪
き
文
を
摛の

べ
、
物
を
體
し
志
を
寫
す
な
り
。
昔
邵
公
稱
す

ら
く
公
卿
は
詩
を
獻
じ
、
師
は
箴
し
瞍
は
賦
す
と
。
傳
に
云

ふ
、
高
き
に
登
り
て
能
く
賦
せ
ば
、
大
夫
と
爲
す
べ
し
と
。
詩

の
序
は
則
ち
義
を
同
じ
く
し
、
傳
の
説
は
則
ち
體
を
異
に
す
る

も
、
其
の
歸
塗
を
總
ぶ
れ
ば
、
實
に
相
枝
幹
た
り
。
故
に
劉
向

は
歌
は
ず
し
て
頌
す
る
を
明
ら
か
に
し
、
班
固
は
古
詩
の
流
な

り
と
稱
す
。
鄭
莊
の
大
隧
を
賦
し
、
士し

蒍蒍い

の
狐
裘
を
賦
す
る
が

如
き
に
至
り
て
は
、
言
を
短
韻
に
結
び
、
詞
は
自
己
ら
作
る
、

賦
の
體
に
合
す
と
雖
も
、
明
ら
か
に
し
て
未
だ
融
な
ら
ず
。
靈

均
の
騷
を
唱
ふ
る
に
及
び
、
始
め
て
聲
貌
を
廣
む
。
然
れ
ど
も

賦
な
る
者
は
、
命
を
詩
人
に
受
け
、
宇
を
楚
辭
に
拓
く
な
り
。

是
に
於
い
て
荀
況
の
禮
智
、
宋
玉
の
風
釣
、
爰こ
こ

に
名
號
を
錫た
ま

ひ
、
詩
と
境
を
畫
し
、
六
義
の
附
庸
、
蔚
と
し
て
大
國
を
成

す
。
客
主
を
述
べ
て
以
て
引
を
首
め
、
聲
貌
を
極
め
て
以
て
文

を
窮
む
、
斯
れ
蓋
し
詩
に
別
る
る
の
原
始
に
し
て
、
賦
と
命
ず

る
の
厥
の
初
め
な
り
。

　
「
詮
賦
篇
」
は
、
賦
の
起
こ
り
を
『
詩
経
』
の
六
義
の
一
つ
で
あ

る
「
賦
」
に
求
め
る
。
ま
た
、
賦
の
字
義
は
「
鋪
」
で
あ
る
と
し
、

事
物
を
敷
き
並
べ
て
描
き
出
す
表
現
方
法
だ
と
説
明
す
る
。
こ
れ

は
、『
漢
書
』
芸
文
志
「
詩
賦
略
」
の
「
不
歌
而
誦
謂
之
賦
、
登
高

能
賦
可
以
爲
大
夫
。（
歌
は
ず
し
て
誦
す
る
を
之
を
賦
と
謂
ふ
、
高
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き
に
登
り
て
能
く
賦
せ
ば
以
て
大
夫
爲
る
べ
し
。）」
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、「
物
を
體
し
志
を
寫
す
」
と
は
、
陸
機
の
「
文

賦
」
に
「
詩
縁
情
而
綺
靡
、
賦
體
物
而
瀏
亮
。（
詩
は
情
に
縁
り
て

綺
靡
な
り
、
賦
は
物
を
體
し
て
瀏り
ゅ
う

亮り
ょ
うな

り
。）」
と
あ
る
の
を
踏
ま

え
て
い
る（

（
（

。
続
け
て
、
班
固
「
両
都
賦
」
序
の
「
賦
者
、
古
詩
之
流

也
。（
賦
は
、
古
詩
の
流
な
り
。）」
に
よ
っ
て
『
詩
経
』
と
の
連
続

性
を
主
張
し（

（
（

、
さ
ら
に
、
春
秋
時
代
の
鄭
の
荘
公
の
「
大
隧
」
や
晋

の
士
蒍蒍
の
「
狐
裘
」
と
い
う
作
品
が
賦
の
黎
明
期
の
も
の
で
あ
る
と

し
て
い
る（

（
（

。

　

こ
こ
で
は
、「
賦
」
が
詩
の
六
義
に
い
う
と
こ
ろ
の
事
物
敷
陳
の

技
法
を
意
味
す
る
こ
と
や
、
万
物
を
は
っ
き
り
明
ら
か
に
述
べ
よ
う

と
す
る
様
式
を
持
っ
た
文
学
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
春
秋
左
氏
伝
』
に
も
と
づ
き
、「
賦
」
と
い
う
字
が
詩
歌
を
作
る
こ

と
、
歌
う
こ
と
を
示
す
動
詞
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
を
用
例
を
挙

げ
つ
つ
論
じ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、「
命
を
詩
人
に
受
け
、
宇
を
楚
辭
に
拓
く
な
り
。」
と
、

『
詩
経
』（
や
春
秋
時
代
の
詩
歌
）
か
ら
『
楚
辞
』、
そ
し
て
辞
賦
と

い
う
連
続
性
の
中
で
と
ら
え
、
次
第
に
賦
さ
れ
た
も
の
が
短
編
の
も

の
で
は
な
く
長
編
の
も
の
も
作
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、『
荀
子
』
の
「
賦
篇
」
や
宋
玉
の
「
風

賦
」、「
釣
賦
」
の
よ
う
に
「
～
賦
」
と
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
根
拠
と
し
て
、
詩
と
賦
が
区
別
さ
れ
、
以
後
は
別
々
の
ジ
ャ
ン

ル
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

秦
世
不
文
、
頗
有
雜
賦
。
漢
初
詞
人
、
循
流
而
作
。
陸
賈
扣
其

端
、
賈
誼
振
其
緒
。
枚
馬
同
其
風
、
王
揚
騁
其
勢
。
皋
朔
已

下
、
品
物
畢
圖
。
繁
積
於
宣
時
、
校
閱
於
成
世
。
進
御
之
賦
千

有
餘
首
、
討
其
源
流
、
信
興
楚
而
盛
漢
矣
。

秦
世　
文
な
ら
ず
、
頗
る
雜
賦
有
り
。
漢
初
の
詞
人
、
流
れ
に

循
ひ
て
作
る
。
陸
賈
は
其
の
端
を
扣
き
、
賈
誼
は
其
の
緒
を
振

ふ
。
枚
馬
は
其
の
風
を
同
じ
く
し
、
王
揚
は
其
の
勢
ひ
を
騁

す
。
皋
朔
已
下
、
品
物
畢
く
圖
す
。
宜
時
に
繁
積
し
、
成
世
に

校
閱
す
。
進
御
の
賦
は
千
有
餘
首
、
其
の
源
流
を
討も
と

む
る
に
、

信
に
楚
に
興
り
て
漢
に
盛
ん
な
り
。

　
「
詮
賦
篇
」
は
、
さ
ら
に
賦
に
つ
い
て
文
学
史
的
展
開
を
述
べ
て

ゆ
く
。

　

秦
の
時
代
は
「
雑
賦
」
が
あ
る
だ
け
で
不
作
の
時
代
で
あ
っ
た
。

続
く
漢
代
に
は
、
初
期
に
多
く
の
「
詞
人
」
す
な
わ
ち
賦
作
家
が
輩

出
さ
れ
た（

（
（

。
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
陸
賈
と
賈
誼
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
枚
乗
と
司
馬
相
如
が
辞
賦
の
内
容
を
展
開
し
、
王
褒
と
揚
雄
が

さ
ら
に
そ
の
勢
い
を
加
速
し
た
と
指
摘
す
る
。
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枚
乗
は
、
鄒
陽
や
厳
忌
ら
と
と
も
に
呉
王
濞
の
も
と
に
招
か
れ
た

文
人
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
呉
楚
七
国
の
乱
が
起
こ
る
と
鄒
陽
と
と

も
に
自
重
を
う
な
が
す
上
書
を
奉
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
呉
王
が
説

得
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
枚
乗
は
呉
を
去
り
、
梁
の
孝
王
の
も
と
に

む
か
っ
た
。
梁
の
孝
王
は
菟
園
と
い
う
巨
大
な
別
墅
を
築
き
、
そ
こ

で
枚
乗
等
賓
客
と
遊
園
し
た
と
い
う
。
そ
こ
に
は
、
時
の
皇
帝
で
あ

っ
た
景
帝
の
も
と
を
さ
っ
た
司
馬
相
如
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

司
馬
相
如
は
そ
こ
で
「
子
虚
賦
」
を
著
す
こ
と
と
な
る
。
興
膳
宏
氏

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
陸
賈
や
賈
誼
は
経
世
家
の
志
を
も
っ
た
人
物

で
あ
り
、
そ
の
思
い
が
結
ぼ
れ
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
賦
を
作
っ
た
。

そ
の
た
め
、
自
己
の
感
情
が
内
容
を
占
め
る
こ
と
と
な
り
抒
情
性
の

あ
る
作
品
が
の
こ
さ
れ
た
。
一
方
、
枚
乗
や
司
馬
相
如
は
い
わ
ゆ
る

宮
廷
文
人
的
な
文
学
活
動
を
お
お
く
行
っ
た
た
め
、「
七
発
」（
枚

乗
）
や
「
子
虚
賦
」「
上
林
賦
」（
と
も
に
司
馬
相
如
）
の
よ
う
な
、

皇
帝
に
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
作
品
、
よ
り
言
え
ば

皇
帝
を
喜
ば
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
内
容
を
持
つ
作
品
が
多
く
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
王
褒
や
揚
雄
に
な
る
と
そ
の
傾
向
が
顕
著
に

な
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
流
れ
に
対
し
て
、
揚
雄
は
次
第
に
辞
賦
を
作
る

こ
と
に
対
し
て
疑
問
を
抱
き
、
つ
い
に
は
作
賦
を
や
め
る
こ
と
を
宣

言
す
る
の
で
あ
る
（『
法
言
』
吾
子
篇
）。

　

さ
ら
に
「
詮
賦
篇
」
は
辞
賦
の
展
開
に
つ
い
て
筆
を
進
め
、
そ
の

後
の
枚
皐
や
東
方
朔
は
様
々
な
事
物
を
描
き
出
し
た
と
い
う
。
こ
の

二
人
に
つ
い
て
劉
勰
は
「
諧
讔
篇
」
に
て
「
是
以
子
長
編
史
、
列
傳

滑
稽
、
以
其
辭
雖
傾
回
、
意
歸
義
正
也
。
但
本
體
不
雅
、
其
流
易

弊
。
於
是
東
方
・
枚
皋
、
餔
糟
啜
醨
、
無
所
匡
正
、
而
詆
嫚
媟
弄
。

故
其
自
稱
爲
賦
、
乃
亦
俳
也
、
見
視
如
倡
。
亦
有
悔
矣
。（
是
を
以

て
子
長
の
史
を
編
し
て
、
滑
稽
を
列
傳
す
る
は
、
其
の
辭
は
傾
回
な

り
と
雖
も
、
意
は
義
正
に
歸
す
る
を
以
て
な
り
。
但
だ
本
體
は
雅
な

ら
ず
、
其
の
流
は
弊
な
り
易
し
。
是
に
於
て
東
方
・
枚
皋
は
、
糟か
す

を

餔く

ら
ひ
醨り

を
啜す
す

り
、
匡
正
す
る
所
無
く
し
て
、
詆て
い

嫚ま
ん

（
悪
口
を
い

う
）
媟せ
つ

弄ろ
う

（
ふ
ざ
け
る
）
す
。
故
に
其
れ
自
ら
稱
す
ら
く
賦
を
爲
る

も
、
乃
ち
亦
た
俳
な
り
、
視
ら
る
る
こ
と
倡
の
如
し
と
。
亦
た
悔
有

り
。）」
と
述
べ
、『
史
記
』
滑
稽
列
伝
に
載
る
よ
う
な
人
物
は
、
言

葉
遣
い
は
で
た
ら
め
で
あ
っ
て
も
物
事
の
本
質
を
突
い
て
い
る
の
に

比
べ
、
枚
皐
や
東
方
朔
は
そ
の
残
滓
だ
け
を
取
り
入
れ
、
ふ
ざ
け
る

だ
け
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
枚
皐
自
身
も
賦
を
作
っ
て
は
い
る
が
、

「
俳
」、「
倡
」
と
い
う
芸
人
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

を
嘆
い
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
劉
勰
は
、
時
代
が
く
だ
る
に
つ

れ
て
文
学
の
述
べ
る
べ
き
本
質
を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
し
ば
し

ば
指
摘
す
る
が
、
そ
の
一
例
と
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

枚
皐
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
枚
皐
伝
に
も
「
上
有
所
感
、
輒
使
賦

之
。
爲
文
疾
、
受
詔
輒
成
。
故
所
賦
者
多
。
司
馬
相
如
善
爲
文
而
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遲
、
故
所
作
少
而
善
於
皋
。（
上
感
ず
る
所
有
り
、
輒
ち
之
を
賦
せ

し
む
。
文
を
爲
す
こ
と
疾
く
、
詔
を
受
く
れ
ば
輒
ち
成
る
。
故
に
賦

す
る
所
の
者
多
し
。
司
馬
相
如
は
善
く
文
を
爲
る
も
遲
く
、
故
に
作

る
所
は
少
な
れ
ど
も
皋
よ
り
善
な
り
。）」
と
あ
り
、
枚
皐
が
非
常
に

速
筆
で
多
作
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
そ
れ
故
に
司
馬
相
如
の
よ

う
に
内
容
の
充
実
し
た
作
品
を
の
こ
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ

て
い
る（

（
（

。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
宣
帝
の
時
代
に
蓄
積
さ
れ
、
成
帝
の
時

代
の
整
理
に
よ
る
と
一
千
首
も
の
作
品
は
奏
上
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
以
上
の
議
論
を
終
え
て
、『
楚
辞
』
か
ら
漢
賦
へ
の
継
承
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、「
詮
賦
篇
」
の
概
要
（
2
） 

長
大
な
賦
作
品
の
登
場

若
夫
京
殿
苑
獵
、
述
行
序
志
、
並
體
國
經
野
、
義
尚
光
大
、
既

履
端
於
倡
序
、
亦
歸
餘
於
總
亂
。
序
以
建
言
、
首
引
情
本
。
亂

以
理
篇
、
寫
送
文
勢
。
按
那
之
卒
章
、
閔
馬
稱
亂
。
故
知
殷
人

輯
頌
、
楚
人
理
賦
、
斯
並
鴻
裁
之
寰
域
、
雅
文
之
樞
轄
也
。
至

於
草
區
禽
族
、
庶
品
雜
類
、
則
觸
興
致
情
、
因
變
取
會
、
擬
諸

形
容
、
則
言
務
纖
密
、
象
其
物
宜
、
則
理
貴
側
附
。
斯
又
小
制

之
區
畛
、
奇
巧
之
機
要
也
。

若
し
夫
れ
京
殿
苑
獵
、
述
行
序
志
は
、
並
び
に
國
を
體
し
野
を

經
し
、
義
は
光
大
を
尚
び
、
既
に
端
を
倡
序
に
履
み
、
亦
た
餘

を
總
亂
に
歸
す
。
序
は
以
て
言
を
建
て
、
首
め
に
情
本
を
引

く
。
亂
は
以
て
篇
を
理
め
、
文
勢
を
寫
送
す
。
按
ず
る
に
那だ

の

卒
章
、
閔
馬
は
亂
と
稱
す
。
故
に
知
る
殷
人
の
頌
を
輯
め
、
楚

人
の
賦
を
理
む
る
は
、
斯
れ
並
び
に
鴻
裁
の
寰
域
に
し
て
、
雅

文
の
樞す
う

轄か
つ

な
る
を
。
草
區
禽
族
、
庶
品
雜
類
に
至
り
て
は
、
則

ち
興
に
觸
れ
て
情
を
致
し
、
變
に
因
り
て
會
を
取
る
。
諸こ
れ

を
形

容
に
擬
す
れ
ば
、
則
ち
言
は
纖
密
に
務
め
、
其
の
物
宜
を
象
れ

ば
、
則
ち
理
は
側
附
を
貴
ぶ
。
斯
れ
又
小
制
の
區く

畛し
ん

に
し
て
、

奇
巧
の
機
要
な
り
。

　

続
け
て
、
賦
の
テ
ー
マ
ご
と
に
そ
の
性
質
や
賦
作
家
の
創
作
背
景

に
つ
い
て
議
論
を
展
開
す
る
。『
文
選
』
は
収
録
作
品
を
三
七
の
ジ

ャ
ン
ル
に
区
分
す
る
が
、
賦
と
詩
は
作
品
の
テ
ー
マ
ご
と
に
小
項
目

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
賦
に
つ
い
て
は
、
京
都
、
祭
祀
、
耕
籍
、
畋

猟
、
紀
行
、
遊
覧
、
宮
殿
、
江
海
、
物
色
、
鳥
獣
、
志
、
哀
傷
、
論

文
、
音
楽
、
情
の
十
五
項
目
に
分
類
さ
れ
る
。「
詮
賦
篇
」
に
お
い

て
も
、
宮
殿
、
狩
猟
、
旅
行
や
自
分
の
考
え
を
述
べ
た
賦
は
、「
體

國
經
野
」、
つ
ま
り
国
家
運
営
の
広
い
視
野
を
持
ち
、
壮
大
な
内
容

を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
形
式
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
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序
文
を
求
め
て
主
題
を
掲
出
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
か
つ
、
最

後
に
は
乱
辞
に
よ
っ
て
ま
と
め
、
全
体
を
整
え
る
べ
き
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。
確
か
に
、『
文
選
』
所
収
の
作
品
を
例
と
す
れ
ば
班
固

「
両
都
賦
」
は
そ
の
圧
巻
で
あ
る
が
、
序
文
を
置
き
、
作
品
の
最
後

に
は
乱
辞
に
相
当
す
る
四
言
詩
と
『
楚
辞
』
の
形
式
の
六
句
、
七
句

の
詩
を
置
く（

（
（

。
こ
れ
は
、
古
く
は
『
詩
経
』
の
商
頌
の
「
那
」
の
最

後
の
章
や
、
楚
辞
に
見
ら
れ
る
乱
辞
な
ど
が
長
篇
の
作
品
に
は
置
か

れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
形
式
を
備
え
た
作
品
こ
そ

が
「
雅
文
」
す
な
わ
ち
正
統
な
作
品
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
乱
辞
を

持
つ
辞
賦
は
多
い
が
、
班
固
の
「
両
都
賦
」
の
よ
う
に
最
後
に
詩
を

置
く
作
品
も
あ
る
。
長
編
の
大
部
な
作
品
が
賦
の
正
統
で
は
あ
る

が
、
こ
の
他
に
も
草
木
鳥
獸
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
小
品
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
『
漢
書
』
芸
文
志
に
著
録
さ
れ

て
い
る（
（1
（

が
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
詠
物
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、「
草
區
禽
族
、
庶
品
雜
類
に

至
り
て
は
、
則
ち
興
に
觸
れ
て
情
を
致
し
、
變
に
因
り
て
會
を
取

る
。」
と
、
草
木
や
鳥
獣
な
ど
あ
ま
た
の
事
物
を
述
べ
る
こ
と
で
作

者
の
感
情
を
乗
せ
、
事
物
の
変
化
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
。
事
物
を
み
た
賦
作
家
が
何
か
を
感
じ
、
そ
れ
を
表
現
す
る
こ

と
で
作
品
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
の
だ
と
評
価
す
る
。
さ
ら
に
、
詠

物
の
テ
ー
マ
は
小
品
に
し
て
技
巧
を
駆
使
し
た
作
品
が
多
い
が
、
そ

の
表
現
は
緻
密
さ
が
求
め
ら
れ
、
論
理
的
に
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
表
現
技
巧
へ
の
言
及
も
な
さ
れ
る
。
詠
物
賦
は
魏
晋
以

降
に
盛
行
を
見（
（1
（

、『
文
選
』
の
賦
の
部
立
て
に
お
い
て
も
「
物
色
」

「
鳥
獣
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
漢
初
か
ら
続
く
賦
の

代
表
的
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

觀
夫
荀
結
隱
語
、
事
數
自
環
。
宋
發
夸
談
、
實
始
淫
麗
。
枚
乘

菟
園
、
擧
要
以
會
新
。
相
如
上
林
、
繁
類
以
成
艶
。
賈
誼
鵩

鳥
、
致
辨
於
情
理
。
子
淵
洞
簫
、
窮
變
於
聲
貌
。
孟
堅
兩
都
、

明
絢
以
雅
贍
。
張
衡
二
京
、
迅
發
以
宏
富
。
子
雲
甘
泉
、
構
深

瑋
之
風
。
延
壽
靈
光
、
含
飛
動
之
勢
。
凡
此
十
家
、
並
辭
賦
之

英
傑
也
。
及
仲
宣
靡
密
、
發
端
必
遒
。
偉
長
博
通
、
時
逢
壯

采
。
太
沖
安
仁
、
策
勳
於
鴻
規
。
士
衡
子
安
、
底
績
於
流
制
。

景
純
綺
巧
、
縟
理
有
餘
。
彥
伯
梗
概
、
情
韻
不
匱
。
亦
魏
晉
之

賦
首
也
。

夫
の
荀
の
隱
語
を
結
ぶ
を
觀
る
に
、
事
數
は
自
ら
環め
ぐ

る
。
宋
は

夸
談
を
發
し
て
、
實
に
淫
麗
を
始
む
。
枚
乘
の
菟
園
は
、
要
を

擧
げ
て
以
て
新
を
會
す
。
相
如
の
上
林
は
、
類
を
繁
に
し
て
以

て
艶
を
成
す
。
賈
誼
の
鵩
鳥
は
、
辨
を
情
理
に
致
す
。
子
淵
の

洞
簫
は
、
變
を
聲
貌
に
窮
む
。
孟
堅
の
兩
都
は
、
明
絢
に
し
て

以
て
雅
贍
な
り
。
張
衡
の
二
京
は
、
迅
發
に
し
て
以
て
宏
富
な
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り
。
子
雲
の
甘
泉
は
、
深
瑋
の
風
を
構
ふ
。
延
壽
の
靈
光
は
、

飛
動
の
勢
を
含
む
。
凡
そ
此
の
十
家
は
、
並
び
に
辭
賦
の
英
傑

な
り
。
仲
宣
の
靡
密
な
る
に
及
び
、
發
端
必
ず
遒つ
よ

し
。
偉
長
の

博
通
は
、
時
に
壯
采
に
逢
ふ
。
太
沖
・
安
仁
は
、
勳
を
鴻
規
に

策
す
。
士
衡
・
子
安
は
、
績
を
流
制
に
底い
た

す
。
景
純
の
綺
巧

は
、
縟
理　
餘
有
り
。
彥
伯
の
梗
概
は
、
情
韻　
匱と
ぼ

し
か
ら
ず
。

亦
た
魏
晉
の
賦
首
な
り
。

　

こ
こ
に
い
た
っ
て
、
具
体
的
な
作
品
に
言
及
が
な
さ
れ
る
。
こ
こ

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
枚
乗
の
「
菟
園
賦
」
以
外
の
司
馬
相
如
「
上
林

賦
」、
賈
誼
「
鵩
鳥
賦
」、
王
褒
「
洞
簫
賦
」、
班
固
「
両
都
賦
」、
張

衡
「
二
京
賦
」、
揚
雄
「
甘
泉
賦
」、
王
延
寿
「
魯
霊
光
殿
賦
」
は
、

『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
は
物
づ
く
し
の
妙
と
も
い
う
べ
き

作
品
で
あ
る
と
評
価
し
、
賈
誼
「
鵩
鳥
賦
」
は
作
者
の
心
情
が
述
べ

ら
れ
、
王
褒
「
洞
簫
賦
」
は
音
声
の
変
化
す
る
様
を
描
い
て
い
る
と

す
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
班
固
「
両
都
賦
」
は
絢
爛
た
る
描
写
に
典

雅
さ
を
加
え
、
張
衡
「
二
京
賦
」
は
広
大
な
構
成
で
書
き
ぶ
り
も
勢

い
が
あ
る
と
す
る（
（1
（

。
揚
雄
「
甘
泉
賦
」
は
甘
泉
宮
の
立
派
さ
と
皇
帝

の
行
う
祭
祀
の
厳
粛
な
様
子
を
述
べ
、
王
延
寿
「
魯
霊
光
殿
賦
」
は

躍
動
感
を
持
っ
た
内
容
で
あ
る
と
す
る（
（1
（

。
以
上
の
十
人
の
賦
作
家
を

な
ら
べ
て
、「
並
び
に
辭
賦
の
英
傑
な
り
」
と
高
い
評
価
を
与
え
る
。

続
け
て
、
具
体
的
な
作
品
名
は
挙
げ
な
い
が
、
左
思
（
太
沖
）
と
潘

岳
（
安
仁
）
が
大
作
の
賦
を
書
い
た
こ
と
、
陸
機
（
士
衡
）
と
成
公

綏
（
子
安
）
が
文
学
芸
術
に
関
す
る
賦
を
書
い
た
こ
と
に
触
れ
て
い

る
。

　

左
思
は
「
三
都
賦
」
と
い
う
『
文
選
』
所
収
の
賦
で
最
も
長
大
な

作
品
を
執
筆
し
、
潘
岳
も
「
藉
田
賦
」
や
「
西
征
賦
」
な
ど
、
比
較

的
長
大
な
賦
を
も
の
し
て
い
る
。
陸
機
に
は
い
わ
ゆ
る
創
作
論
を
述

べ
た
「
文
賦
」
が
あ
り
、
成
公
綏
は
音
楽
の
効
能
に
つ
い
て
述
べ
た

「
嘯
賦
」
が
あ
り
、
創
作
論
的
な
序
文
を
有
す
る
「
天
地
賦
」（『
晋

書
』
成
公
綏
伝
に
収
録
）
が
あ
る（
（1
（

。
最
後
に
郭
璞
（
景
純
）
の
賦
の

美
し
さ
や
表
現
の
き
め
細
や
か
さ
、
袁
宏
（
彦
伯
）
が
情
感
あ
ふ
れ

る
悲
涼
慷
慨
の
内
容
を
持
つ
賦
を
書
い
た
こ
と
、
以
上
の
こ
と
か
ら

こ
れ
ら
の
人
物
が
魏
晋
を
代
表
す
る
賦
作
家
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ

る
。
郭
璞
に
は
や
は
り
『
文
選
』
に
「
江
賦（
（1
（

」
が
あ
る
が
、
袁
宏
の

賦
作
品
は
残
念
な
が
ら
残
っ
て
お
ら
ず
『
世
説
新
語
』
に
「
北
征

賦
」
や
「
東
征
賦
」
を
作
っ
た
話
柄
が
み
え
る
の
み
で
あ
る（
（1
（

。
こ
こ

に
列
挙
さ
れ
た
作
品
お
よ
び
概
ね
の
賦
作
家
は
『
文
選
』
に
そ
の
作

品
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
『
文
心
雕
龍
』
の
『
文
選
』

の
作
品
選
定
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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四
、「
詮
賦
篇
」
の
概
要
（
3
） 

賦
の
目
指
す
べ
き
も
の

原
夫
登
高
之
旨
、
蓋
覩
物
興
情
。
情
以
物
興
、
故
義
必
明
雅
。

物
以
情
觀
、
故
詞
必
巧
麗
。
麗
詞
雅
義
、
符
采
相
勝
、
如
組
織

之
品
朱
紫
、
畫
繪
之
著
玄
黄
。
文
雖
新
而
有
質
、
色
雖
糅
而
有

本
。
此
立
賦
之
大
體
也
。
然
逐
末
之
儔
、
蔑
棄
其
本
、
雖
讀
千

賦
、
愈
惑
體
要
。
遂
使
繁
華
損
枝
、
膏
腴
害
骨
、
無
貴
風
軌
、

莫
益
勸
戒
。
此
揚
子
所
以
追
悔
於
雕
蟲
、
貽
誚
於
霧
縠
者
也
。

夫
の
登
高
の
旨
を
原
ぬ
る
に
、
蓋
し
物
を
覩
て
情
を
興
す
。
情

は
物
を
以
て
興
る
、
故
に
義
は
必
ず
明
雅
な
り
。
物
は
情
を
以

て
觀
る
、
故
に
詞
は
必
ず
巧
麗
な
り
。
麗
詞
と
雅
義
と
、
符
采　

相
勝
ち
、
組
織
の
朱
紫
を
品
し
、
畫
繪
の
玄
黄
を
著
す
が
如

し
。
文
は
新
な
り
と
雖
も
而
れ
ど
も
質
有
り
、
色
は
糅ま
じ

る
と
雖

も
而
れ
ど
も
本
有
り
。
此
れ
立
賦
の
大
體
な
り
。
然
れ
ど
も
逐

末
の
儔
は
、
其
の
本
を
蔑
棄
し
、
千
賦
を
讀
む
と
雖
も
、
愈
い

よ
體
要
に
惑
ふ
。
遂
に
繁
華
を
し
て
枝
を
損
は
し
め
、
膏
腴
を

し
て
骨
を
害
せ
し
め
、
風
軌
を
貴
ぶ
こ
と
無
く
、
勸
戒
に
益
す

る
こ
と
莫
し
。
此
れ
揚
子
の
雕
蟲
を
追
悔
し
、
誚そ
し

り
を
霧
縠
に

貽の
こ

す
所
以
の
者
な
り
。

　
「
詮
賦
篇
」
最
後
の
段
落
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
高
き
に
登
っ
て

詩
を
賦
す
と
い
う
『
漢
書
』
芸
文
志
に
言
う
よ
う
な
古
代
の
詩
人
の

あ
り
方
に
立
ち
戻
り
、「
登
高
遠
望
」
の
テ
ー
マ
の
重
要
性
か
ら
賦

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。「
蓋
し
物
を
覩
て
情
を
興

す
。
情
は
物
を
以
て
興
る
、
故
に
義
は
必
ず
明
雅
な
り
。
物
は
情
を

以
て
觀
る
、
故
に
詞
は
必
ず
巧
麗
な
り
。」
と
、
詩
人
の
動
作
・
行

為
に
注
目
す
る
。
詩
人
が
物
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
心
の
中
に
感
興

が
沸
き
起
こ
る
。
そ
こ
か
ら
作
品
が
紡
ぎ
出
さ
れ
る
た
め
、
詩
人
の

見
た
事
象
に
そ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
内
容
は
明
確
で
典
雅
な
も
の
に
な

る
。
そ
し
て
、
物
を
見
る
目
を
持
っ
た
詩
人
は
感
情
を
有
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
詩
人
の
言
葉
は
美
し
い
も
の
に
な
る（
（1
（

。
そ
し
て
、
そ
の

美
し
い
言
葉
は
あ
た
か
も
二
本
の
糸
が
織
り
な
す
美
し
い
織
物
の
よ

う
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
二
本
の
糸
と
す
る
の
は
、「
麗
詞
と

雅
義
」
す
な
わ
ち
修
辞
と
内
容
の
ふ
た
つ
が
合
わ
さ
っ
て
、
は
じ
め

て
素
晴
ら
し
い
賦
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
だ（
（1
（

。「
詮
賦
篇
」
は
、

内
容
も
修
辞
も
ど
ち
ら
も
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
で
あ
る
こ
と
を
強

調
す
る
。
し
か
し
、
最
後
に
は
些
末
な
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
る
と

「
體
要
（
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
）」
を
見
失
い
、
ま
る
で
花
を
つ
け
す
ぎ

て
枝
を
失
っ
た
よ
う
な
、
あ
る
い
は
食
べ
過
ぎ
て
か
え
っ
て
体
を
壊

し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
華
美
に
は
し
っ
た
作
品
に
し
て
し
ま
う
と
戒

め
の
言
葉
を
お
く
。
そ
し
て
、
揚
雄
の
「
彫
虫
篆
刻
」
の
歎
き
を
引

き
合
い
に
し
て
、
賦
に
諷
諫
の
内
容
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
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以
上
が
「
詮
賦
篇
」
に
述
べ
る
賦
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
こ
の

議
論
の
展
開
に
つ
い
て
興
膳
宏
氏
は
、「
こ
と
に
六
朝
文
学
理
論
の

一
つ
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
劉
勰
の
『
文
心
雕
龍
』
は
、
摯
虞
の

理
論
か
ら
多
く
を
学
ん
で
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
劉
勰
が
『
流
別
志

論
』
に
関
し
て
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
通
り

だ
が
、『
文
心
雕
龍
』
の
い
く
つ
か
の
篇
（
こ
と
に
前
半
の
ジ
ャ
ン

ル
論
）
に
は
、
明
ら
か
に
摯
虞
の
考
え
を
受
け
継
い
だ
と
思
わ
れ
る

箇
所
が
指
摘
で
き
る
。」
と
述
べ
る（
（1
（

。
こ
の
指
摘
も
併
せ
て
見
れ
ば
、

「
詮
賦
篇
」
は
『
漢
書
』
芸
文
志
や
班
固
「
両
都
賦
」
の
序
文
以
来

の
議
論
を
吸
収
し
、
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
、
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
辞
賦

は
『
詩
経
』
の
六
義
の
一
つ
で
あ
る
「
賦
」
と
い
う
表
現
技
法
の
示

す
、
事
物
敷
陳
の
形
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
賦
」
す
と

い
っ
て
詩
歌
を
つ
く
り
歌
う
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
も
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。
つ
づ
く
『
楚
辞
』
の
長
大
な
内
容
が
賦
の
持
つ
敷

陳
の
様
式
を
確
立
さ
せ
、
や
が
て
そ
れ
を
襲
う
荀
況
や
宋
玉
の
作
品

に
「
～
賦
」
と
命
名
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
賦
は
詩
と
区
別
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
漢
代
に
な
る
と
枚
乗
や
司
馬
相
如
ら

が
中
心
と
な
り
、
皇
帝
に
奉
仕
す
る
よ
う
な
制
作
環
境
が
用
意
さ

れ
、
内
容
も
都
や
宮
殿
、
庭
園
と
い
っ
た
皇
帝
を
中
心
と
す
る
世
界

を
構
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
他
方
、
詠
物
賦
の
よ
う
な
比
較

的
小
品
の
賦
も
、
賦
作
家
の
情
感
に
即
す
る
形
で
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
賦
の
描
く
テ
ー
マ
に
よ
り
大
規
模
な
作
品
、
小
規
模
な
作
品

と
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
適
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
漢
魏
晋
の
代
表
的
な
賦
作
家
と
そ
の
作
品
の
特
徴
に
つ

い
て
紹
介
し
た
上
で
、
登
高
遠
望
の
テ
ー
マ
か
ら
も
う
一
度
諷
諭
の

精
神
に
立
ち
返
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
辞
賦
は
修
辞
と
内
容
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
内
容
は
諷
諫
の
意
を

持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
結
ぶ
。
以
上
の
よ
う
に
、「
詮
賦
篇
」

は
辞
賦
が
一
つ
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
定
着
す
る
過
程
と
、
辞
賦

に
い
か
な
る
役
割
を
求
め
る
の
か
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で

は
、『
文
心
雕
龍
』
の
こ
の
他
の
篇
で
は
辞
賦
は
ど
の
よ
う
に
考
察

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
そ
の
他
の
諸
篇
に
お
け
る
賦
論

を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

五
、
表
現
の
展
開
に
つ
い
て 

―
「
神
思
篇
」
と
「
通
変
篇
」
―

　
『
文
心
雕
龍
』
五
十
篇
は
、
大
き
く
前
半
が
ジ
ャ
ン
ル
論
、
後
半

が
創
作
論
と
な
っ
て
い
る
。『
文
心
雕
龍
』
に
お
い
て
作
品
の
内
容

を
具
体
的
に
引
用
し
つ
つ
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
は
、
後
半
の

「
神
思
」「
通
変
」「
麗
辞
」「
比
興
」「
夸
飾
」
の
五
篇
で
あ
る
。
よ
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っ
て
、
こ
の
五
篇
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、「
詮
賦
篇
」
の
み
な

ら
ず
『
文
心
雕
龍
』
全
体
に
お
け
る
賦
論
を
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

人
之
稟
才
、
遲
速
異
分
。
文
之
制
體
、
大
小
殊
功
。
相
如
含
筆

而
腐
毫
、
揚
雄
輟
翰
而
驚
夢
。
桓
譚
疾
感
於
苦
思
、
王
充
氣
竭

於
思
慮
。
張
衡
研
京
以
十
年
、
左
思
練
都
以
一
紀
。
雖
有
巨

文
、
亦
思
之
緩
也
。
淮
南
崇
朝
而
賦
騷
、
枚
皋
應
詔
而
成
賦
。

子
建
援
牘
如
口
誦
、
仲
宣
舉
筆
似
宿
搆
。
阮
瑀
據
鞍
而
制
書
、

禰
衡
當
食
而
草
奏
。
雖
有
短
篇
、
亦
思
之
速
也
。

人
の
才
を
稟う

く
る
に
、
遲
速
は
分
を
異
に
す
。
文
の
體
を
制
す

る
に
、
大
小
は
功
を
殊
に
す
。
相
如
は
筆
を
含
ん
で
毫
を
腐
ら

せ
、
揚
雄
は
翰
を
輟や

め
て
夢
に
驚
く
。
桓
譚
は
疾
を
苦
思
に
感

じ
、
王
充
は
氣
を
思
慮
に
竭つ

く
す
。
張
衡
は
京
を
研み
が

く
に
十
年

を
以
て
し
、
左
思
は
都
を
練
る
に
一
紀
を
以
て
す
。
巨
文
有
り

と
雖
も
、
亦
た
思
の
緩
な
り
。
淮
南
は
朝
を
崇お

へ
て
騷
を
賦

し
、
枚
皋
は
詔
に
應
じ
て
賦
を
成
す
。
子
建
は
牘
を
援
り
て
口

誦
す
る
が
如
く
、
仲
宣
は
筆
を
舉
げ
て
宿し
ゅ
く

搆こ
う

す
る
に
似
た
り
。

阮
瑀
は
鞍
に
據
り
て
書
を
制
し
、
禰
衡
は
食
に
當
た
り
て
奏
を

草
す
。
短
篇
有
り
と
雖
も
、
亦
た
思
の
速
き
な
り
。

�

（『
文
心
雕
龍
』
神
思
篇
）

　

ま
ず
は
、「
神
思
篇
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
き
く
賦
作
に
か
け

る
時
間
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
大
部
な
作
品
は
そ
れ
だ
け
時
間
が

か
か
り
、
小
品
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
時
間
は
か
か
ら
な
い
と
し
、
以

下
、
例
を
あ
げ
る
。
司
馬
相
如
は
筆
を
腐
ら
せ
る
ほ
ど
時
間
を
か
け

て
し
ま
い
、
揚
雄
は
非
常
に
苦
心
し
て
作
っ
た
た
め
夢
に
ま
で
出
て

く
る
始
末
と
な
っ
た
。
ま
た
、
桓
譚
は
苦
吟
の
あ
ま
り
病
気
に
な

り
、
王
充
は
精
神
を
す
り
減
ら
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
司
馬
相
如

が
「
子
虚
上
林
賦
」
を
作
る
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
事
物
を
盛
り

込
ん
だ
た
め
、
完
成
ま
で
数
百
日
を
要
し
た
こ
と
が
『
西
京
雑
記
』

巻
二
に
見
え
る（
（2
（

。
揚
雄
に
つ
い
て
は
、「
甘
泉
賦
」
を
完
成
さ
せ
た

後
、
夢
の
中
で
腸
が
飛
び
出
て
し
ま
い
、
な
ん
と
か
そ
れ
を
腹
中
に

入
れ
る
と
い
う
夢
を
見
た
と
こ
ろ
翌
日
死
ん
で
し
ま
っ
た
、
と
い
う

故
事
が
、『
文
選
』
の
李
善
注
の
引
く
桓
譚
『
新
論
』
に
見
え
る（
（2
（

。

そ
の
桓
譚
も
、
揚
雄
に
な
ら
っ
て
賦
を
作
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
精

根
尽
き
果
て
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た（
（2
（

。
張
衡
は
「
二
京
賦
」
を
作

る
の
に
十
年
、
左
思
は
「
三
都
賦
」
に
十
二
年
の
歳
月
を
要
し
た（
（2
（

。

　

続
け
て
、
短
時
間
で
賦
を
作
っ
た
例
に
う
つ
る
。
淮
南
王
劉
安
は

朝
飯
前
に
「
離
騒
賦
」
を
作
り
、
枚
乗
は
詔
が
あ
れ
ば
た
ち
ど
こ
ろ

に
賦
を
作
っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
つ
づ
く
建
安
時
代
の
曹
植
も
、

簡
牘
を
手
に
す
れ
ば
口
ず
さ
む
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
書
き
上
げ
、
王
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粲
の
作
品
を
作
る
ス
ピ
ー
ド
は
す
で
に
原
稿
を
用
意
し
て
い
た
か
の

よ
う
で
あ
っ
た
し（
（2
（

、。
阮
瑀
は
馬
上
で
こ
と
も
な
く
手
紙
を
書
く
こ

と
が
で
き
、
禰
衡
は
食
事
中
に
上
奏
文
を
書
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る（
（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
大
賦
と
小
賦
、
あ
る
い
は
賦
を
作
る

場
面
・
環
境
に
よ
っ
て
作
者
の
制
作
に
か
け
る
精
神
に
違
い
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
司
馬
相
如
や
揚
雄
は
賦
を
作
る
こ
と
に
文

字
通
り
命
が
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
故
に
、
桓
譚
は
揚

雄
に
な
ら
っ
て
賦
を
作
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
小
品
で
あ
り
な
が
ら

病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
淮
南
王
劉
安
や
枚
乗

は
同
時
同
座
で
賦
を
作
り
、
ま
た
、
曹
植
や
禰
衡
は
即
興
で
賦
を
作

る
こ
と
に
よ
り
、
評
価
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。

　

次
に
「
通
変
篇
」
を
見
て
み
よ
う
。「
通
変
」
と
は
伝
統
（
通
）

と
変
革
（
変
）、
す
な
わ
ち
文
学
様
式
の
変
化
を
意
味
す
る
。「
夫
誇

張
聲
貌
、
則
漢
初
已
極
。
自
茲
厥
後
、
循
環
相
因
。
雖
軒
翥
出
轍
、

而
終
入
籠
内
。（
夫
れ
聲
貌
を
誇
張
す
る
は
、
則
ち
漢
初
已
に
極
ま

れ
り
。
茲
よ
り
厥
の
後
、
循
環
し
て
相
因
る
。
軒た
か

く
翥と

び
轍
を
出
で

ん
と
す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
終
に
籠
内
に
入
る
。）」
と
、
漢
代
初
期

に
は
す
で
に
誇
張
表
現
は
完
成
し
て
い
た
と
し
、
以
後
は
同
じ
よ
う

な
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
文
人
た
ち
は
そ
の
マ
ン
ネ
リ

ズ
ム
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
し
た
が
、
結
局
そ
れ
は
な
さ
れ
ず
に
い
た

と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
具
体
的
な
作
品
と
具
体
例
を
次
の
よ
う

に
挙
げ
て
比
較
す
る
。

枚
乘
七
發
云
、
通
望
兮
東
海
、
虹
洞
兮
蒼
天
。

相
如
上
林
云
、視
之
無
端
、察
之
無
涯
、日
出
東
沼
、月
生
西
陂
。

馬
融
廣
成
云
、天
地
虹
洞
、固
無
端
涯
。大
明
出
東
、月
生
西
陂
。

揚
雄
校
獵
云
、
出
入
日
月
、
天
與
地
沓
。

張
衡
西
京
云
、
日
月
於
是
乎
出
入
、
象
扶
桑
於
濛
汜
。

枚
乘
の
七
發
に
云
ふ
、
東
海
を
通
望
し
て
、
蒼
天
に
虹
洞
た

り
。

相
如
の
上
林
に
云
ふ
、
之
を
視
る
も
端
無
く
、
之
を
察
す
る
も

涯
無
し
。
日
は
東
沼
に
出
で
、
月
は
西
陂
に
生
ず
。

馬
融
の
廣
成
に
云
ふ
、
天
地
は
虹
洞
と
し
て
、
固
よ
り
端
涯
無

し
。
大
明
は
東
に
出
で
、
月
は
西
陂
に
生
ず
。

揚
雄
の
校
獵
に
云
ふ
、
日
月
を
出
入
せ
し
め
、
天
は
地
と
沓
た

り
。

張
衡
の
西
京
に
云
ふ
、
日
月　
是
に
於
て
出
入
し
、
扶
桑
を
濛も
う

汜し

に
象
る
。

（
引
用
者
注
：『
文
選
』
所
収
「
西
京
賦
」
は
「
象
扶
桑
與0

濛
汜
」

に
作
る
。）
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前
漢
の
枚
乗
と
司
馬
相
如
を
後
漢
の
馬
融
が
発
展
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
比
較
す
る
と
「
虹
洞
」
と
い
う
同

じ
言
葉
を
使
用
し
た
り
、
司
馬
相
如
が
「
視
之
無
端
、
察
之
無
涯
」

と
二
句
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
馬
融
が
「
固
無
端
涯
」
と
一
句
に

ま
と
め
て
い
る
。
次
の
「
月
生
西
陂
」
は
全
く
同
じ
言
葉
で
あ
る
。

同
様
に
、
前
漢
の
揚
雄
が
「
出
入
日
月
」
と
い
え
ば
、
後
漢
の
張
衡

は
「
日
月
於
是
乎
出
入
」
と
引
き
延
ば
し
た
表
現
を
用
い
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
此
並
廣
寓
極
状
、
而
五
家
如
一
。
諸
如
此
類
、
莫
不

相
循
。
參
伍
因
革
、
通
變
之
數
也
。（
此
れ
並
び
に
廣
寓
の
極
状
に

し
て
、
五
家　
一
の
如
し
。
諸
も
ろ
の
此
の
如
き
類
は
、
相
循
は
ざ

る
は
莫
し
。
參
伍
し
て
因
革
す
る
は
、
通
變
の
數
な
り
。）」
と
、
こ

れ
ら
の
非
常
に
似
通
っ
た
表
現
は
多
く
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
比
較
検

討
す
る
こ
と
で
、
継
承
す
べ
き
も
の
と
改
革
す
べ
き
も
の
を
見
極
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
漢
魏
六
朝
と
い
う
、
文
学
様
式
が
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
お
い
て
、
多
く
の
語
彙
が
生
み
出
さ
れ

た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、「
通
変
篇
」
は
そ
の
過
程
に

つ
い
て
事
例
を
挙
げ
つ
つ
検
証
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

六
、
賦
に
特
徴
的
な
表
現
に
つ
い
て
―
「
麗
辞
篇
」

と
「
比
興
篇
」
そ
し
て
「
夸
飾
篇
」
―

　

さ
ら
に
、「
麗
辞
篇
」
は
対
偶
表
現
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、

形
式
に
四
つ
の
種
類
が
あ
る
と
す
る
。
作
り
や
す
く
抽
象
的
な
言
葉

の
対
で
あ
る
「
言
対
」、
作
り
に
く
く
人
の
事
跡
に
つ
い
て
並
べ
た

「
事
対
」、
異
な
っ
た
論
理
か
ら
同
じ
趣
旨
に
帰
結
す
る
優
れ
た
対
で

あ
る
「
反
対
」、
異
な
っ
た
現
象
を
述
べ
つ
つ
も
共
通
す
る
内
容
を

も
つ
程
度
の
劣
る
対
で
あ
る
「
正
対
」
の
四
つ
で
あ
る（
（2
（

。
続
け
て
、

実
際
の
用
例
を
挙
げ
て
説
明
を
行
う
。

長
卿
上
林
賦
云
、
脩
容
乎
禮
園
、
翱
翔
乎
書
圃
。
此
言
對
之
類

也
。

宋
玉
神
女
賦
云
、
毛
嬙
鄣
袂
、
不
足
程
式
。
西
施
掩
面
、
比
之

無
色
。
此
事
對
之
類
也
。

仲
宣
登
樓
賦
云
、
鐘
儀
幽
而
楚
奏
、
莊
舄
顯
而
越
吟
。
此
反
對

之
類
也
。

孟
陽
七
哀
云
、
漢
祖
想
枌
榆
、
光
武
思
白
水
。
此
正
對
之
類

也
。

長
卿
の
上
林
の
賦
に
云
ふ
、
容
を
禮
園
に
脩
し
、
書
圃
に
翱こ
う

翔し
ょ
うす
と
。
此
れ
言
對
の
類
な
り
。

宋
玉
の
神
女
の
賦
に
云
ふ
、
毛も
う

嬙し
ょ
う
も
袂
に
鄣ふ
さ

ぎ
て
、
程
式
す

る
に
足
ら
ず
。
西
施
も
面
を
掩
ひ
、
之
に
比
す
れ
ば
色
無
し

と
。
此
れ
事
對
の
類
な
り
。

仲
宣
の
登
樓
の
賦
に
云
ふ
、
鐘し
ょ
う儀ぎ

幽と
ら

は
れ
て
楚
奏
し
、
莊そ
う

舄せ
き

顯
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は
れ
て
越
吟
す
と
。
此
れ
反
對
の
類
な
り
。

孟
陽
の
七
哀
に
云
ふ
、
漢
祖
は
枌ふ
ん

榆ゆ

を
想
ひ
、
光
武
は
白
水
を

思
ふ
と
。
此
れ
正
對
の
類
な
り
。

　

司
馬
相
如
の
「
上
林
賦
」
は
、
言
葉
上
の
対
偶
表
現
で
あ
る
か

ら
、
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
。
宋
玉
の
「
神
女
賦
」
は
、
毛
嬙
や
西
施

が
古
代
の
美
女
で
あ
る
と
い
う
知
識
が
必
要
で
あ
る
た
め
難
し
い
。

王
粲
の
「
登
楼
賦
」
は
、「
幽
（
囚
わ
れ
る
）」「
顕
（
現
れ
る
）」
と

い
う
反
対
の
概
念
を
対
に
置
き
つ
つ
「
楚
奏
」「
越
吟
」
と
い
う
望

郷
の
思
い
を
共
通
さ
せ
て
い
る
と
い
う
複
雑
さ
が
優
れ
て
い
る
。
張

載
の
「
七
哀
詩
」
は
漢
の
高
祖
と
後
漢
の
光
武
帝
と
い
う
二
人
の
天

子
が
と
も
に
故
郷
（
そ
れ
ぞ
れ
「
枌
榆
」
と
「
白
水
」）
を
思
う
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
程
度
が
低
い
対
で
あ
る（
（2
（

。
以
上
の
よ
う
に
、

「
麗
辞
篇
」
は
対
偶
表
現
に
も
複
数
の
種
類
が
あ
る
こ
と
を
、
実
例

を
挙
げ
て
述
べ
る
。
用
例
の
辞
賦
作
品
を
多
く
と
る
の
は
、
韻
文
の

要
素
に
注
目
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
時
代
に
よ
る
巧
拙

は
論
じ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

や
や
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
司
馬
相
如
が
「
言
対
」
の
用

例
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
辞
賦
の
様
式
の
典
型
と
み
な
さ
れ
、
宋
玉
が

「
事
対
」
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、『
楚
辞
』
の
流
れ
を
汲
み
、
神
女
と

い
う
捉
え
ど
こ
ろ
の
無
い
存
在
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
か
。
さ
ら
に
、
王
粲
が
「
反
対
」
の
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

は
、
文
学
に
対
す
る
意
識
が
変
化
し
た
建
安
時
代
の
気
風
を
読
み
取

ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
比
興
篇
」
は
、
事
物
を
何
か
に
喩
え
て
述
べ
る
表
現
で
あ
る

「
比
」
と
、
心
情
を
起
こ
す
「
興
」
に
つ
い
て
述
べ
た
篇
で
あ
る
。

「
賦
」
と
「
比
」
に
つ
い
て
は
直
叙
、
直
喩
と
比
較
的
明
確
で
あ
る

が
、「
興
」
だ
け
は
重
要
で
あ
る
が
捉
え
ど
こ
ろ
の
無
い
表
現
技
法

で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
篇
に
お
い
て
は
、
辞
賦
は
「
比
」
を
得
意
と

す
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
例
を
挙
げ
て

い
る
。宋

玉
高
唐
云
、
纖
條
悲
鳴
、
聲
似
竽
籟
。
此
比
聲
之
類
也
。

枚
乘
菟
園
云
、
焱
焱
紛
紛
、
若
塵
埃
之
間
白
雲
。
此
則
比
貌
之

類
也
。

賈
生
鵩
賦
云
、
禍
之
與
福
、
何
異
糾
纆
。
此
以
物
比
理
者
也
。

王
褒
洞
簫
云
、
優
柔
温
潤
、
如
慈
父
之
畜
子
也
。
此
以
聲
比
心

者
也
。

馬
融
長
笛
云
、
繁
縟
絡
繹
、
范
蔡
之
説
也
。
此
以
響
比
辯
者

也
。

張
衡
南
都
云
、
起
鄭
舞
、
繭
曳
緒
。
此
以
容
比
物
者
也
。

宋
玉
の
高
唐
に
云
ふ
、
纖せ
ん

條じ
ょ
う
は
悲
鳴
し
、
聲
は
竽う

籟ら
い

に
似
る
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と
。
此
れ
聲
に
比
す
る
の
類
な
り
。

枚
乘
の
菟
園
に
云
ふ
、
焱え
ん

焱え
ん

紛
紛
と
し
て
、
塵
埃
の
白
雲
に
間ま
じ

る
が
若
し
と
。
此
れ
則
ち
貌
に
比
す
る
の
類
な
り
。

賈
生
の
鵩
賦
に
云
ふ
、
禍
の
福
に
與お

け
る
や
、
何
ぞ
糾あ
ざ
なへ
る
纆

に
異
な
ら
ん
と
。
此
れ
物
を
以
て
理
に
比
す
る
者
な
り
。

王
褒
の
洞
簫
に
云
ふ
、
優
柔
温
潤
に
し
て
、
慈
父
の
子
を
畜や
し
なへ

る
が
如
き
な
り
。
此
聲
を
以
て
心
に
比
す
る
者
な
り
。

馬
融
の
長
笛
に
云
ふ
、
繁は
ん

縟じ
ょ
く

絡ら
く

繹え
き

と
し
て
、
范
蔡
の
説
な
り

と
。
此
れ
響
を
以
て
辯
に
比
す
る
者
な
り
。

張
衡
の
南
都
に
云
ふ
、
起
ち
て
鄭
舞
し
、
繭か
い
こは

緒
を
曳
く
と
。

此
れ
容
を
以
て
物
に
比
す
る
者
な
り
。

　

�

（『
文
心
雕
龍
』「
比
興
篇
」）

　

ま
ず
、
宋
玉
に
つ
い
て
は
、
風
に
そ
よ
ぐ
枝
の
音
が
笛
の
よ
う
で

あ
る
と
い
い
、
枚
乗
に
つ
い
て
は
鳥
た
ち
が
飛
ぶ
様
を
雲
に
塵
が
舞

っ
た
よ
う
だ
と
い
う
。
賈
誼
は
「
禍
福
は
あ
ざ
な
え
る
縄
の
ご
と

し
」
と
、
縄
の
形
状
を
運
気
の
流
れ
に
喩
え
、
王
褒
は
音
楽
の
優
し

さ
を
慈
父
の
愛
情
に
比
し
て
い
る
。
馬
融
は
笛
の
音
を
戦
国
時
代
の

縦
横
家
で
あ
る
范
雎
や
蔡
沢
の
弁
舌
の
よ
う
で
あ
る
と
し
、
張
衡
の

述
べ
る
舞
の
様
子
は
繭
か
ら
紡
が
れ
る
糸
の
よ
う
な
繊
細
さ
を
持
つ

と
い
う
。「
比
」
の
表
現
は
喩
え
る
対
象
を
的
確
に
示
す
内
容
で
あ

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、「
興
」
に
つ
い
て
は
、『
詩
経
』
の
作
品
に
は
用
い
ら
れ

て
い
た
が
、
そ
の
わ
か
り
に
く
さ
故
か
次
第
に
省
み
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
劉
勰
は
嘆
く
。
こ
こ
で
、
漢
代
の
文
学
（
辞

賦
）
が
、
そ
れ
以
前
の
文
学
（『
詩
経
』）
に
劣
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

と
判
断
す
る
の
で
あ
る（
（2
（

。

　

最
後
に
、「
夸
飾
篇
」
を
見
て
ゆ
こ
う
。「
夸
飾
」
と
は
誇
張
表
現

の
効
用
の
こ
と
で
あ
る
。

自
宋
玉
、
景
差
、
夸
飾
始
盛
。
相
如
憑
風
、
詭
濫
愈
甚
。
故
上

林
之
館
、
奔
星
與
宛
虹
入
軒
。
從
禽
之
盛
、
飛
廉
與
焦
明
俱

獲
。
及
揚
雄
甘
泉
、
酌
其
餘
波
。
語
瑰
奇
則
假
珍
於
玉
樹
。
言

峻
極
則
顛
墜
於
鬼
神
。
至
東
都
之
比
目
、
西
京
之
海
若
、
驗
理

則
理
無
可
驗
、
窮
飾
則
飾
猶
未
窮
矣
。

宋
玉
、
景
差
よ
り
、
夸
飾
始
め
て
盛
ん
な
り
。
相
如
は
風
に
憑よ

り
て
、
詭
濫
愈
い
よ
甚
だ
し
。
故
に
上
林
の
館
、
奔
星
と
宛
虹

と
軒
に
入
る
。
從
禽
の
盛
は
、
飛
廉
と
焦
明
と
俱
に
獲
た
り
。

揚
雄
の
甘
泉
に
及
び
、
其
の
餘
波
を
酌
む
。
瑰
奇
を
語
れ
ば
則

ち
珍
を
玉
樹
に
假
る
。
峻し
ゅ
ん

極き
ょ
くを

言
へ
ば
則
ち
鬼
神
を
顛て
ん

墜つ
い

せ

し
む
。
東
都
の
比
目
、
西
京
の
海
若
に
至
り
て
は
、
理
に
驗
す

れ
ば
則
ち
理
は
驗
す
べ
き
無
く
、
飾
を
窮
む
れ
ば
則
ち
飾
猶
ほ
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る
賦
論
の
展
開
―
「
詮
賦
篇
」
を
中
心
に
―

五
三

未
だ
窮
ま
ら
ざ
る
な
り
。

�
（
引
用
者
注
：「
西
都
」
と
あ
る
が
実
際
に
は
「
東
都
賦
」）

　

宋
玉
や
景
差
か
ら
誇
張
表
現
は
始
ま
り
、
司
馬
相
如
が
さ
ら
に
そ

れ
を
著
し
く
お
こ
な
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
行
き
過
ぎ
た
表
現
は
、
し

ば
し
ば
実
在
し
な
い
も
の
を
描
き
出
す
と
し
て
、「
上
林
賦
」
で
は

「
故
に
上
林
の
館
、
奔
星
と
宛
虹
と
軒
に
入
る
」
と
流
星
や
虹
が
窓

の
中
に
入
る
こ
と
に
な
り
、「
甘
泉
賦
」
で
は
「
峻
極
を
言
へ
ば
則

ち
鬼
神
を
顛
墜
せ
し
む
。」
と
鬼
神
の
よ
う
な
実
在
の
不
明
存
在
を

登
場
さ
せ
る
に
至
る
。
班
固
の
「
西
都
賦
」
に
登
場
す
る
「
比
目

（
比
目
魚
）」
や
張
衡
の
「
西
京
賦
」
の
「
海
若
（
海
坊
主
）」
は
ま

っ
た
く
信
憑
性
の
な
い
も
の
で
あ
る（
（2
（

。
こ
の
点
は
す
で
に
左
思
が

「
三
都
賦
序
」
に
お
い
て
「
然
相
如
賦
上
林
而
引
盧
橘
夏
熟
、
楊
雄

賦
甘
泉
而
陳
玉
樹
青
葱
。
班
固
賦
西
都
而
歎
以
出
比
目
、
張
衡
賦
西

京
而
述
以
遊
海
若
。
假
稱
珍
怪
、
以
爲
潤
色
。
若
斯
之
類
、
匪
啻
于

茲
。
考
之
果
木
、
則
生
非
其
壤
。
校
之
神
物
、
則
出
非
其
所
。
於
辭

則
易
爲
藻
飾
、
於
義
則
虛
而
無
徵
。
且
夫
玉
巵
無
當
、
雖
寶
非
用
。

侈
言
無
驗
、
雖
麗
非
經
。
而
論
者
莫
不
詆
訐
其
研
精
、
作
者
大
氐
舉

爲
憲
章
。
積
習
生
常
、
有
自
來
矣
。（
然
れ
ど
も
相
如　
上
林
を
賦
し

て
盧
橘　
夏
に
熟
す
を
引
き
、
楊
雄　
甘
泉
を
賦
し
て
玉
樹
青
葱
を
陳

ぶ
。
班
固
は
西
都
を
賦
し
て
歎
ず
る
に
比
目
を
出
だ
す
を
以
て
し
、

張
衡
は
西
京
を
賦
し
て
述
ぶ
る
に
海
若
に
遊
ぶ
を
以
て
す
。
珍
怪
を

假
稱
し
、
以
て
潤
色
と
爲
す
。
斯
の
若
き
の
類
、
啻
だ
に
茲
の
み
に

匪
ず
。
之
を
果
木
に
考
ふ
る
に
、
則
ち
生
ず
る
や
其
の
壤
に
非
ず
。

之
を
神
物
に
校
ぶ
る
に
、
則
ち
出
づ
る
や
其
の
所
に
非
ず
。
辭
に
於

て
は
則
ち
藻
飾
を
爲
し
易
き
も
、
義
に
於
て
は
則
ち
虛
に
し
て
徵
無

し
。
且
つ
夫
れ
玉
巵
も
當
無
け
れ
ば
、
寶
と
雖
も
用
に
非
ず
。
侈
言

も
驗
無
け
れ
ば
、
麗
と
雖
も
經
に
非
ず
。
而
し
て
論
ず
る
者　
其
の

研
精
を
詆て
い

訐け
つ

せ
ざ
る
は
莫
き
も
、
作
る
者　
大お
お

氐む
ね　

舉
げ
て
憲
章
と
爲

す
。
積
習
の
常
を
生
ず
る
こ
と
、
自
り
て
來
た
る
有
り
。）」
と
指
摘

し
て
い
る
。
左
思
は
漢
賦
の
事
実
に
基
づ
か
な
い
い
い
加
減
さ
を
批

判
す
る
が
、
一
つ
に
は
先
例
と
な
る
同
じ
テ
ー
マ
の
作
品
を
乗
り
越

え
た
い
と
い
う
思
い
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
し
、
も

う
一
つ
に
は
左
思
の
時
代
に
は
漢
代
と
は
違
う
文
学
観
が
芽
生
え
て

い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

然
飾
窮
其
要
、
則
心
聲
鋒
起
。
夸
過
其
理
、
則
名
實
兩
乖
。
若

能
酌
詩
・
書
之
曠
旨
、
翦
揚
馬
之
甚
泰
、
使
夸
而
有
節
、
飾
而

不
誣
、
亦
可
謂
之
懿
也
。

然
れ
ど
も
飾
は
其
の
要
を
窮
む
れ
ば
、
則
ち
心
聲
鋒
起
す
。
夸

は
其
の
理
を
過
ぎ
れ
ば
、
則
ち
名
實
兩
つ
な
が
ら
乖そ
む

く
。
若
し

能
く
詩
・
書
の
曠
旨
を
酌
ん
で
、
揚
馬
の
之
甚
泰
を
剪
り
、
夸
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を
し
て
節
有
ら
し
め
、
飾
を
し
て
誣
な
ら
ざ
ら
し
む
れ
ば
、
亦

た
之
を
懿
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

　

し
か
し
、
誇
張
表
現
を
ま
っ
た
く
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
司

馬
相
如
や
揚
雄
の
よ
う
な
行
き
過
ぎ
た
表
現
は
、『
詩
経
』
や
『
尚

書
』
の
よ
う
な
経
書
の
も
つ
緩
や
か
な
表
現
を
学
び
、
節
度
を
保
ち

真
実
を
ま
げ
な
い
表
現
で
あ
れ
ば
、
誇
張
表
現
の
効
果
は
大
い
に
発

揮
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
。

七
、
ま
と
め
に
か
え
て

　

以
上
、『
文
心
雕
龍
』
の
「
詮
賦
篇
」
以
外
の
諸
篇
に
見
え
る
辞

賦
に
関
す
る
議
論
を
見
て
き
た
。『
文
心
雕
龍
』
全
体
の
趣
旨
は
、

一
貫
し
て
文
学
は
経
書
に
回
帰
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る（
（3
（

。「
詮
賦
篇
」
に
お
い
て
も
そ
の
主
張
は
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

『
文
心
雕
龍
』
後
半
の
技
法
面
に
つ
い
て
の
叙
述
に
お
い
て
も
、
作

品
を
具
体
的
に
示
し
つ
つ
述
べ
て
い
る
が
、
や
は
り
経
書
へ
の
回
帰

（
と
り
わ
け
賦
に
つ
い
て
は
『
詩
経
』
へ
）
や
、
経
書
に
比
す
る
形

で
優
劣
を
つ
け
て
い
る
。

　
「
詮
賦
篇
」
に
つ
い
て
は
、
詩
の
六
義
の
賦
を
淵
源
と
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
、
漢
代
以
降
の
賦
を
巡
る
文
学
論
を
踏
襲
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
結
論
部
に
揚
雄
の
嘆
き
を
用
い
、
賦
の
主
眼

を
諷
喩
に
お
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
漢
代
以
降
一
貫
し
た
文
学
に
対

す
る
姿
勢
を
保
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
詮
賦
篇
」
以
外
の
諸
篇
も
あ
わ
せ
て
み
て
み
る
と
、『
文

心
雕
龍
』
は
辞
賦
の
表
現
上
の
特
徴
や
、
時
代
を
追
っ
た
作
品
ご
と

の
比
較
等
の
、
文
学
史
的
な
視
点
を
通
じ
た
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
辞
賦
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
時

代
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
議
論
し
て
い
る
点

は
、『
文
心
雕
龍
』
に
見
え
る
賦
論
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
後
、
賦
に
関
す
る
文
学
理
論
の
著
作
は
し
ば
ら
く
現
れ
ず
、

唐
代
に
無
名
氏
の
『
賦
譜
』、
白
居
易
「
賦
賦
」
が
見
ら
れ
る
程
度

で
あ
る
。
そ
の
後
、
元
の
祝
堯
『
古
賦
弁
体
』
と
い
う
賦
集
が
編
纂

さ
れ
る
が
、
収
録
状
況
か
ら
『
楚
辞
集
注
』
お
よ
び
『
楚
辞
後
語
』

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
具
体
的

な
賦
作
の
方
法
や
理
論
的
な
専
著
は
、
詩
話
が
宋
代
に
盛
ん
に
行
わ

れ
た
の
に
遅
れ
て
清
代
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
問
題

に
つ
い
て
は
、
本
論
に
お
い
て
は
指
摘
す
る
に
留
め
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
れ
ら
賦
集
の
編
纂
方
針
に
関
す
る
検
討
や
、
清
代
に
至
っ
て

賦
話
が
さ
ら
に
清
代
に
至
る
と
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
原
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詮
賦
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五
五

因
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
す
こ
と
と
し
、
擱
筆
す
る
。

注（
1
）現
在
、
日
本
に
お
け
る
『
文
心
雕
龍
』
の
全
訳
と
し
て
は
興
膳
宏
氏
（
一
海

知
義
・
興
膳
宏
『
陶
淵
明
・
文
心
雕
龍
』
筑
摩
書
房
『
世
界
古
典
文
学
全

集
』
二
五
、
一
九
六
八
年
）、
目
加
田
誠
氏
（
目
加
田
誠
『
文
学
芸
術
論
集
』

平
凡
社
『
中
国
古
典
文
学
大
系
』
五
四
、
一
九
七
四
年
）、
戸
田
浩
曉
氏

（
戸
田
浩
曉
『
文
心
雕
龍
』
上
下
、
明
治
書
院
『
新
釈
漢
文
大
系
』
六
四
・

六
五
、
一
九
七
四
・
七
八
年
）
の
三
氏
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
専
論
に
つ
い

て
は
、
戸
田
浩
曉
『
中
国
文
学
論
考
』（
汲
古
書
院
一
九
八
七
年
）、
興
膳
宏

『
新
版　
中
国
の
文
学
理
論
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
も
と
筑
摩
書

房
一
九
八
八
年
）、
同
『
中
国
詩
文
の
美
学
』（
創
文
社
、
二
〇
一
六
年
）、

永
田
知
之
『
理
論
と
批
評
―
古
典
中
国
の
文
学
思
潮
』（
臨
川
書
店
、
二
〇

一
九
年
）
に
論
考
が
あ
り
、『
文
心
雕
龍
』
の
専
著
と
し
て
は
門
脇
廣
文

『
文
心
雕
龍
の
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。

（
2
）曹
植
の
辞
賦
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
曹
植
の
所
謂
「
辞
賦
小

道
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
國
學
院
大
學
中
國
學
會
報
』
第
六
五
輯
、
二
〇
一
九

年
）
に
て
述
べ
た
。

（
3
）本
論
に
お
け
る
『
文
心
雕
龍
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
詹
鍈
『
文
心
雕
龍
義

證
』
上
中
下
（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
九
年
）
を
使
用
し
た
。

（
4
）こ
の
「
鋪
采
摛
文
、
體
物
寫
志
」
に
つ
い
て
は
、
中
島
千
秋
「「
詮
賦
篇
」

の
「
鋪
采
摛
文
。
體
物
寫
志
。」
に
つ
い
て
」『
目
加
田
誠
博
士
還
暦
記
念
中

国
学
論
集
』（
大
安
、
一
九
六
四
年
）
に
考
察
が
あ
る
。

（
5
）同
様
の
指
摘
は
、
皇
甫
謐
の
「
三
都
賦
序
」
に
も
「
詩
人
之
作
、
雜
有
賦

體
。
子
夏
序
詩
曰
、
一
曰
風
、
二
曰
賦
。
故
知
賦
者
、
古
詩
之
流
也
。（
詩

人
の
作
、
雜
へ
て
賦
の
體
有
り
。
子
夏
は
詩
に
序
し
て
曰
は
く
、
一
に
曰
は

く
風
、
二
に
曰
は
く
賦
と
。
故
に
賦
は
、
古
詩
の
流
な
る
を
知
る
な
り
。）」

と
あ
る
。

（
6
）「
大
隧
」
は
『
春
秋
左
氏
傳
』
の
隱
公
元
年
に
、「
狐
裘
」
は
同
僖
公
五
年
に

そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。

（
7
）漢
初
の
文
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
興
膳
宏
氏
に
よ
り
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ

る
。「
武
帝
期
以
前
の
漢
初
の
賦
の
作
家
と
し
て
、『
漢
書
』
藝
文
志
に
名
を

記
さ
れ
る
人
に
は
、
高
祖
時
代
か
ら
活
躍
し
た
陸
賈
・
朱
建
や
、
文
帝
時
代

の
賈
誼
な
ど
が
あ
る
。
陸
賈
の
賦
は
三
篇
、
朱
建
の
賦
は
二
篇
が
存
し
た
と

藝
文
志
に
は
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
佚
し
て
傳
わ
ら
な
い
。
彼
ら
二

人
は
、
辭
賦
の
源
流
た
る
『
楚
辭
』
の
故
郷
楚
の
出
身
だ
が
、「
名
づ
け
て

口
辯
有
り
」（『
漢
書
』
陸
賈
傳
）、「
人
と
爲
り
辯
に
し
て
口
有
り
」（
同
朱

建
傳
）
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
人
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
論
客
と
し
て
活

躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
作
品
數
の
少
な
さ
も
、
彼
ら
が
職
業
的
な

宮
廷
文
人
と
は
別
種
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
二
人
に
や

や
遲
れ
る
賈
誼
は
、
賦
七
篇
が
藝
文
志
に
著
録
さ
れ
、
い
ま
彼
の
作
と
し
て

數
篇
の
賦
が
傳
わ
る
が
、
う
ち
『
史
記
』『
漢
書
』『
文
選
』
が
收
め
る
「
弔



國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
九
輯

五
六

屈
原
賦
」
及
び
「
鵬
鳥
賦
」
の
二
篇
は
、
確
實
に
彼
の
作
と
思
わ
れ
、
傳
來

す
る
漢
賦
の
中
で
も
、
作
者
を
確
定
で
き
る
最
も
早
い
も
の
と
し
て
知
ら
れ

る
。
し
か
し
、
彼
の
生
涯
を
閲
す
る
に
、
朱
熹
が
「
誼
は
經
世
の
才
有
り
、

文
章
は
蓋
し
其
の
餘
事
な
り
」（『
楚
辭
集
注
』
巻
八
）
と
い
う
ご
と
く
、
そ

の
本
領
は
經
世
家
で
あ
り
、
宮
廷
文
人
的
な
生
き
か
た
と
は
無
緣
だ
っ
た
の

で
あ
る
。「
弔
屈
原
賦
」「
鵬
鳥
賦
」
と
も
、
純
粹
な
抒
情
に
徹
し
て
い
て
、

だ
れ
か
特
定
の
君
主
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。」（
興
膳
宏

「
宮
廷
文
人
の
登
場
―
枚
乗
に
つ
い
て
―
」『
乱
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち
―
六

朝
詩
人
論
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）　

氏
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
戦
国

時
代
以
来
の
君
主
へ
の
説
得
を
主
と
す
る
遊
説
の
士
が
、
天
子
の
快
楽
へ
の

奉
仕
を
行
う
宮
廷
文
人
に
変
貌
す
る
様
を
論
じ
て
い
る
。

（
8
）な
お
、
現
在
枚
皐
の
作
品
は
東
方
朔
と
競
作
し
た
と
思
し
い
「
皇
太
子
生

賦
」
の
作
品
名
だ
け
が
『
漢
書
』
の
列
伝
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）賦
と
そ
の
乱
辞
、
賦
と
五
言
詩
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
釜
谷
武
志
「
詩
と
賦

の
あ
い
だ
」（『
未
名
』
第
二
十
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）
に
考
察
が
あ
る
。
ま

た
、
賦
に
序
文
が
置
か
れ
る
こ
と
が
習
慣
化
、
半
ば
制
度
化
し
て
い
っ
た
過

程
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
に
谷
口
洋
「
漢
末
魏
晋
に
お
け
る
賦
序
の
盛

行
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
第
十
一
集
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。

（
10
）『
漢
書
』
芸
文
志
「
詩
賦
略
」
に
「
雜
禽
獸
六
畜
昆
蟲
賦
十
八
篇
、
雜
器
械

草
木
賦
三
十
三
篇
」
の
著
録
が
あ
り
、『
西
京
雑
記
』
に
も
梁
の
孝
王
が
文

人
に
賦
を
作
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
時
に
作
ら
れ
た
賦
が
詠
物

賦
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
趙
超
「
賦
亦
〝
可
以
群
〟
―
論
唱
和
賦
的
淵

源
、
発
展
与
流
変
」（『
古
典
文
学
知
識
』
第
一
四
二
期
（
二
〇
〇
九
・
一
）

鳳
凰
出
版
社
）
に
、
唱
和
賦
の
淵
源
を
た
ど
る
過
程
で
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
。

（
11
）魏
晋
の
詠
物
賦
に
つ
い
て
は
廖
国
棟
『
魏
晋
詠
物
賦
研
究
』
文
史
哲
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
が
あ
る
。

（
12
）班
固
と
張
衡
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
非
常
に
似
通
っ
た
内
容
を
持
つ
。
こ
れ
に

つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
岡
村
繁
「
班
固
と
張
衡
―
そ
の
創
作
態
度
の
異
質
性

―
」（『
小
尾
博
士
退
休
記
念
中
国
文
學
論
集
』
第
一
学
習
社
、
一
九
七
六

年
）、
ま
た
、
鈴
木
「
張
衡
「
二
京
賦
」
少
考
」（『
國
學
院
中
國
學
會
報
』

第
五
八
輯
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

（
13
）「
甘
泉
賦
」
に
つ
い
て
は
、
大
村
和
人
「
揚
雄
「
甘
泉
賦
」
の
受
容
史
―
唐

代
前
半
ま
で
―
」（『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第
十
号
、

二
〇
〇
七
年
）
に
考
察
が
あ
り
、
王
延
寿
「
魯
霊
光
殿
賦
」
の
李
善
注
に
お

け
る
韻
文
の
用
例
数
と
し
て
、『
毛
詩
』
に
つ
い
で
揚
雄
「
甘
泉
賦
」
が
多

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
14
）成
公
綏
の
賦
論
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
成
公
綏
の
「
天
地
賦
」
に
つ

い
て
―
魏
晋
に
お
け
る
辞
賦
文
学
の
側
面
か
ら
―
」（『
大
上
正
美
先
生
傘
寿

記
念
三
国
志
論
集
』
汲
古
書
院
、
二
〇
二
三
年
）
に
て
論
じ
た
。

（
15
）郭
璞
の
「
江
賦
」
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
佐
竹
保
子
「
疾
走
す
る
逸
民

―
郭
璞
「
江
賦
」
の
敍
法
」（『
西
晋
文
学
論
―
玄
学
の
影
と
形
似
の
曙
―
』



『
文
心
雕
龍
』
に
見
え
る
賦
論
の
展
開
―
「
詮
賦
篇
」
を
中
心
に
―

五
七

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）、
お
よ
び
大
平
幸
代
「
靈
妙
な
る
長
江
―
郭
璞

「
江
賦
」
の
表
現
と
世
界
認
識
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
五
集
、
二

〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。

（
16
）『
世
説
新
語
』
文
学
に
「
桓
宣
武
命
袁
彦
伯
作
北
征
賦
。
既
成
、
公
與
時
賢

共
看
、
咸
嗟
歎
之
。
時
王
珣
在
坐
云
、
恨
少
一
句
、
得
寫
字
足
韻
當
佳
。
袁

即
於
坐
攬
筆
益
云
、
感
不
絶
於
余
心
、
泝
流
風
而
獨
寫
。
公
謂
王
曰
、
當
今

不
得
不
以
此
事
推
袁
。（
桓
宣
武　
袁
彦
伯
に
命
じ
て
北
征
賦
を
作
ら
し
む
。

既
に
成
り
、
公　
時
賢
と
共
に
看
、
咸　
之
を
嗟
歎
す
。
時
に
王お

う

珣じ
ゅ
ん

坐
に
在

り
て
云
ふ
、
恨
む
ら
く
は
一
句
を
少か

く
、
寫
の
字
を
得
て
韻
を
足
せ
ば
當
に

佳
な
る
べ
し
と
。
袁
即
ち
坐
に
筆
を
攬と

り
て
益
し
て
云
ふ
、
感　
余
が
心
に

絶
へ
ず
、
流
風
を
泝
り
て
獨
り
寫
す
。
公　
王
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
當
今　
此

の
事
を
以
て
袁
を
推
さ
ざ
る
を
得
ず
と
。）」
と
あ
り
、
ま
た
「
袁
宏
始
作
東

征
賦
、
都
不
道
陶
公
。
胡
奴
誘
之
狹
室
中
、
臨
以
白
刃
曰
、
先
公
勳
業
如

是
。
君
作
東
征
賦
、
云
何
相
忽
略
。
宏
窘
蹙
無
計
。
便
答
、
我
大
道
公
、
何

以
云
無
。
因
誦
曰
、
精
金
百
錬
、
在
割
能
斷
。
功
則
治
人
、
職
思
靖
亂
。
長

沙
之
勳
、
為
史
所
讚
。（
袁
宏
始
め
東
征
賦
を
作
り
、
都す

べ

て
陶
公
を
道い

は
ず
。

胡
奴　
之
を
狹
室
の
中
に
誘
ひ
、
臨
む
に
白
刃
を
以
て
し
て
曰
は
く
、
先
公

の
勳
業
は
此
の
如
し
。
君　
東
征
賦
を
作
り
、
云い

か
ん何
ぞ
相
忽
略
す
る
と
。
宏　

窘き
ん

蹙し
ゅ
くし
て
計
無
し
。
便
ち
答
へ
て
、
我
れ
大
い
に
公
を
道
ふ
、
何
を
以
て

無
し
と
云
ふ
や
と
。
因
り
て
誦
し
て
曰
は
く
、
精
金
百
錬
、
割
く
に
在
り
て

能
く
斷
つ
。
功
は
則
ち
人
を
治
め
、
職も

っ
ぱら
亂
を
靖し

ず

め
ん
こ
と
を
思
ふ
。
長
沙

の
勳
、
史
の
讚
す
る
所
と
為
る
。）」
と
あ
る
。

（
17
）「
登
高
遠
望
」
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
詩
人
の
動
作
・
行
為
か
ら

考
察
し
た
も
の
に
、
赤
井
益
久
「
唐
の
登
望
詩
に
つ
い
て
―
「
動
作
と
詩

歌
」
の
視
点
か
ら
―
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
二
八
号
、
全
国
漢
字

漢
文
教
育
学
会
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。

（
18
）賦
の
で
き
ば
え
を
織
物
に
喩
え
て
述
べ
た
も
の
に
、
司
馬
相
如
「
与
盛
覧

書
」（『
西
京
雜
記
』）
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
周
勛
初
「『
西
京
雜

記
』
中
的
司
馬
相
如
賦
論
質
疑
」（『
魏
晋
南
北
朝
文
学
論
叢
』
江
蘇
古
籍
出

版
社
、
一
九
九
九
年
）
の
論
考
が
あ
り
、
ま
た
、
前
掲
注
（
14
）
の
拙
稿
に

お
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。

（
19
）興
膳
宏
「
摯
虞
『
文
章
流
別
志
論
』
攷
」（『
新
版
中
国
の
文
学
理
論
』
一　

清
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
ま
た
、
摯
虞
『
文
章
流
別
志
論
』
の
辞
賦
に
関
す

る
議
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

賦
者
、
敷
陳
之
稱
、
古
詩
之
流
也
。
古
之
作
詩
者
、
發
乎
情
、
止
乎
禮
義
。

情
之
發
、
因
辭
以
形
之
。
禮
義
之
指
、
須
事
以
明
之
。
故
有
賦
焉
。
所
以
假

象
盡
辭
、
敷
陳
其
志
。
前
世
爲
賦
者
、
有
孫
卿
屈
原
、
尚
頗
有
古
詩
之
義
。

至
宋
玉
則
多
淫
浮
之
病
矣
。
楚
辭
之
賦
、
賦
之
善
者
也
。
故
揚
子
稱
賦
莫
深

於
離
騷
。
賈
誼
之
作
、
則
屈
原
儔
也
。
古
詩
之
賦
、
以
情
義
爲
主
、
以
事
類

爲
佐
。
今
之
賦
、
以
事
形
爲
本
、
以
義
正
爲
助
。
情
義
爲
主
、
則
言
省
而
文

有
例
矣
。
事
形
爲
本
、
則
言
富
而
辭
無
常
矣
。
文
之
煩
省
、
辭
之
險
易
、
蓋

由
於
此
。
夫
假
象
過
大
、
則
與
類
相
遠
。
逸
辭
過
荘
、
則
與
事
相
違
。
辯
言
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過
理
、
則
與
義
相
失
。
麗
靡
過
美
、
則
與
情
相
悖
。
此
四
過
者
、
所
以
背
大

體
而
害
政
教
。
是
以
司
馬
遷
割
相
如
之
浮
説
、
揚
雄
疾
辭
人
之
賦
麗
以
淫

也
。

賦
は
、
敷
陳
の
稱
、
古
詩
の
流
な
り
。
古
の
詩
を
作
る
者
は
、
情
に
發
し
、

禮
義
に
止
ま
る
。
情
の
發
す
る
や
、
辭
に
因
り
て
以
て
之
を
形
は
す
。
禮
義

の
指
す
や
、
事
を
須
ち
て
以
て
之
を
明
ら
か
に
す
。
故
に
賦
有
り
。
象
に
假

り
辭
を
盡
く
し
、
其
の
志
を
敷
陳
す
る
所
以
な
り
。
前
世
の
賦
を
爲
る
者

は
、
孫
卿
屈
原
、
尚
ほ
頗
る
古
詩
の
義
有
り
。
宋
玉
に
至
れ
ば
則
ち
淫
浮
の

病
多
し
。
楚
辭
の
賦
は
、
賦
の
善
な
る
者
な
り
。
故
に
揚
子
穪
す
ら
く
賦
は

離
騷
よ
り
深
き
は
莫
し
と
。
賈
誼
の
作
は
、
則
ち
屈
原
の
儔
な
り
。
古
詩
の

賦
は
、
情
義
を
以
て
主
と
爲
し
、
事
類
を
以
て
佐
と
爲
す
。
今
の
賦
は
、
事

形
を
以
て
本
と
爲
し
、
義
正
を
以
て
助
け
と
爲
す
。
情
義
を
主
と
爲
す
は
、

則
ち
言
省
に
し
て
文
に
例
有
り
矣
。
事
形
を
本
と
爲
す
は
、
則
ち
言
富
に
し

て
辭
に
常
無
し
。
文
の
煩
省
、
辭
の
險
易
は
、
蓋
し
此
に
由
る
。
夫
れ
假
象

の
過
大
な
る
は
、
則
ち
類
と
相
遠
し
。
逸
辭
の
過
荘
な
る
は
、
則
ち
事
と
相

違
ふ
。
辯
言
の
過
理
な
る
は
、
則
ち
義
と
相
失
ふ
。
麗
靡
の
過
美
な
る
は
、

則
ち
情
と
相
悖
る
。
此
の
四
過
は
、
大
體
に
背
き
て
政
教
を
害
す
る
所
以
な

り
。
是
を
以
て
司
馬
遷
は
相
如
の
浮
説
を
割
き
、
揚
雄
は
辭
人
の
賦
の
麗
に

し
て
以
て
淫
す
る
を
疾に

く

む
な
り
。

（
20
）『
西
京
雑
記
』
巻
二
に
「
司
馬
相
如
為
上
林
子
虚
賦
、
意
思
蕭
散
、
不
復
與

外
事
相
關
。
控
引
天
地
、
錯
綜
古
今
、
忽
然
如
睡
、
煥
然
而
興
、
幾
百
日
而

後
成
。（
司
馬
相
如
上
林
子
虚
賦
を
為
る
に
、
意
思
蕭
散
し
、
復
た
外
事
と

相
關
は
ら
ず
。
天
地
を
控
引
し
、
古
今
を
錯
綜
し
、
忽
然
と
し
て
睡
る
が
如

く
、
煥
然
と
し
て
興
り
、
幾
百
日
に
し
て
後
成
る
。）」
と
あ
る
。

（
21
）『
文
選
』
所
収
「
甘
泉
賦
」
の
李
善
注
に
「
桓
譚
新
論
曰
、
雄
作
甘
泉
賦
一

首
、
始
成
。
夢
腸
出
、
收
而
内
之
。
明
日
遂
卒
。（
桓
譚
の
新
論
に
曰
は
く
、

雄　
甘
泉
賦
一
首
を
作
り
、
始
め
て
成
る
。
夢
に
腸
出
で
、
收
め
て
之
を
内

る
。
明
日
遂
に
卒
す
。）」
と
あ
る
。

（
22
）桓
譚
『
新
論
』
巻
十
二
「
道
賦
」
に
「
余
少
時
見
揚
子
雲
麗
文
高
論
、
不
自

量
年
少
新
進
、
猥
欲
逮
及
。
嘗
激
一
事
而
作
小
賦
、
用
精
思
太
劇
、
而
立
感

動
致
疾
病
。（
余
少
き
時　
揚
子
雲
の
麗
文
高
論
を
見
、
自
ら
年
少
新
進
な
る

を
量
ら
ず
、
猥
り
に
逮お

よ及
ば
ん
と
欲
す
。
嘗
て
一
事
に
激
し
て
小
賦
を
作
り

て
、
用
て
精
思
太
だ
劇
し
て
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
感
動
し
て
疾
病
を
致
す
。）」

と
あ
る
。

（
23
）張
衡
に
つ
い
て
は
『
後
漢
書
』
張
衡
伝
に
「
時
天
下
承
平
日
久
、
自
王
侯
以

下
莫
不
踰
侈
。
衡
乃
擬
班
固
兩
都
作
二
京
賦
、
因
以
諷
諫
。
精
思
傅
會
、
十

年
乃
成
。（
時
に
天
下
承
平
な
る
こ
と
日
久
し
く
、
王
侯
よ
り
以
下
踰
侈
な

ら
ざ
る
は
莫
し
。
衡
乃
ち
班
固
の
兩
都
に
擬
し
て
二
京
賦
を
作
り
、
因
り
て

以
て
諷
諫
す
。
精
思
し
て
傅
會
し
、
十
年
に
し
て
乃
ち
成
る
。）」
と
あ
り
、

左
思
に
つ
い
て
は
『
文
選
』
巻
四
「「
三
都
賦
序
」
に
賦
せ
ら
れ
た
李
善
注

の
引
く
臧
栄
緒
『
晋
書
』
に
「
欲
作
三
都
賦
、
乃
詣
著
作
郎
張
載
、
訪
岷
・

邛
之
事
。
遂
構
思
十
稔
、
門
庭
藩
溷
、
皆
著
紙
筆
、
遇
得
一
句
、
即
疏
之
。



『
文
心
雕
龍
』
に
見
え
る
賦
論
の
展
開
―
「
詮
賦
篇
」
を
中
心
に
―

五
九

徴
為
秘
書
、
賦
成
。（
三
都
の
賦
を
作
ら
ん
と
欲
し
、
乃
ち
著
作
郎
張
載
に

詣い
た

り
、
岷
・
邛
の
事
を
訪
ぬ
。
遂
に
構
思
す
る
こ
と
十
稔
、
門
庭　
藩は

ん

溷こ
ん

に
、

皆　
紙
筆
を
著
は
し
、
遇
た
ま
一
句
を
得
れ
ば
、
即
ち
之
を
疏
す
。
徴
せ
ら

れ
て
秘
書
と
な
り
、
賦
成
る
。）」
と
あ
る
。

（
24
）曹
植
に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』
魏
志
「
曹
植
伝
」
に
、「
年
十
歲
餘
、
誦
讀

詩
・
論
及
辭
賦
數
十
萬
言
、
善
屬
文
。
太
祖
嘗
視
其
文
、
謂
植
曰
、
汝
倩
人

邪
。
植
跪
曰
、
言
出
為
論
、
下
筆
成
章
。
顧
當
面
試
、
奈
何
倩
人
。
時
鄴
銅

爵
臺
新
成
、
太
祖
悉
將
諸
子
登
臺
、
使
各
為
賦
。
植
援
筆
立
成
可
觀
。
太
祖

甚
異
之
。（
年
十
歲
餘
に
し
て
、
詩
・
論
及
び
辭
賦
數
十
萬
言
を
誦
讀
し
、

善
く
文
を
屬
る
。
太
祖
嘗
て
其
の
文
を
視
て
、
植
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
汝　

人
を
倩や

と

ふ
か
と
。
植
跪
き
て
曰
は
く
、
言
出
づ
れ
ば
論
と
為
り
、
筆
を
下
せ

ば
章
を
成
す
と
。
顧た

だ
當
に
面
試
す
べ
し
。
奈
何
ぞ
人
を
倩
は
ん
や
と
。
時

に
鄴
の
銅
爵
臺　
新
た
に
成
り
、
太
祖
悉
く
諸
子
を
將
ゐ
て
臺
に
登
り
、
各

お
の
を
し
て
賦
を
為
ら
し
む
。
植　
筆
を
援
り
て
立
ち
ど
こ
ろ
に
成
り
觀
る

べ
し
。
太
祖
甚
だ
之
を
異
と
す
。）」
と
、
曹
操
の
目
の
前
で
賦
を
作
り
、
驚

か
せ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
王
粲
に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』

魏
志
「
王
粲
伝
」
に
「
善
屬
文
、
舉
筆
便
成
、
無
所
改
定
。
時
人
常
以
爲
宿

構
。
然
正
復
精
意
簟
思
、
亦
不
能
加
也
。（
善
く
文
を
屬
り
、
筆
を
舉
ぐ
れ

ば
便
ち
成
り
、
改
定
す
る
所
無
し
。
時
人
常
に
以
爲
へ
ら
く
宿
構
せ
ん
と
。

然
れ
ど
も
正
に
復
た
精
意
簟
思
に
し
て
、
亦
た
加
ふ
る
能
は
ざ
る
な
り
。）」

と
あ
る
。

（
25
）禰
衡
に
つ
い
て
は
、「
鸚
鵡
賦
」（『
文
選
』
巻
十
三
）
の
序
文
に
「
時
黄
祖

太
子
射
、
賓
客
大
會
。
有
獻
鸚
鵡
者
、
舉
酒
於
衡
前
曰
、
禰
處
士
、
今
日
無

用
娯
賓
。
竊
以
此
鳥
自
遠
而
至
、
明
慧
聰
善
、
羽
族
之
可
貴
。
願
先
生
爲
之

賦
、
使
四
坐
咸
共
榮
觀
。
不
亦
可
乎
。
衡
因
爲
賦
、
筆
不
停
綴
、
文
不
加

點
。（
時
に
黄
祖
の
太
子
射え

き

、
賓
客
を
大
い
に
會
す
。
鸚
鵡
を
獻
ず
る
者
有

り
、
酒
を
衡
の
前
に
舉
げ
て
曰
は
く
、
禰
處
士
、
今
日　
用
て
賓
を
娯
し
ま

し
む
る
も
の
無
し
。
竊
か
に
以
ふ
に
此
の
鳥　
遠
き
自
り
し
て
至
り
、
明
慧　

聰
善
に
し
て
、
羽
族
の
貴
ぶ
べ
き
も
の
な
り
。
願
は
く
は
先
生　
之
が
賦
を

爲
り
、
四
坐
を
し
て
咸
共
に
榮
觀
せ
し
め
ん
こ
と
を
。
亦　
可
な
ら
ず
や
と
。

衡　
因
り
て
賦
を
爲
れ
ば
、
筆　
停
綴
せ
ず
、
文　
點
を
加
へ
ず
。）」
と
あ
り
、

宴
席
に
て
賦
を
作
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
即
座
に
作
り
あ
げ
一
文
字
も
修
正

を
加
え
な
か
っ
た
と
伝
え
る
。

（
26
）『
文
心
雕
龍
』「
麗
辞
篇
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

故
麗
辭
之
體
、
凡
有
四
對
。
言
對
為
易
、
事
對
為
難
。
反
對
為
優
、
正
對
為

劣
。
言
對
者
、
雙
比
空
辭
者
也
。
事
對
者
、
並
擧
人
驗
者
也
。
反
對
者
、
理

殊
趣
合
者
也
。
正
對
者
、
事
異
義
同
者
也
。

故
に
麗
辭
の
體
は
、
凡
そ
四
對
有
り
。
言
對
は
易
と
為
し
、
事
對
は
難
き
と

為
す
。
反
對
は
優
と
為
し
、
正
對
は
劣
と
為
す
。
言
對
は
、
空
辭
を
雙
比
す

る
者
な
り
。
事
對
は
、
人
驗
を
並
擧
す
る
者
な
り
。
反
對
は
、
理
殊
な
り
て

趣
合
す
る
者
な
り
。
正
對
は
、
事
異
に
し
て
義
同
じ
き
者
な
り
。

（
27
）同
「
麗
辞
篇
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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凡
偶
辭
胸
臆
、
言
對
所
以
為
易
也
。
徴
人
之
學
、
事
對
所
以
為
難
也
。
幽
顯

同
志
、
反
對
所
以
為
優
也
。
並
貴
共
心
、
正
對
所
以
為
劣
也
。
又
以
事
對
、

各
有
反
正
、
指
類
而
求
、
萬
條
自
昭
然
矣
。

凡
そ
辭
を
胸
臆
に
偶
す
る
は
、
言
對
の
易
と
為
す
所
以
な
り
。
人
の
學
に
徴

す
る
は
、
事
對
の
難
し
と
為
す
所
以
な
り
。
幽
顯　
志
を
同
じ
く
す
る
は
、

反
對
の
優
と
為
す
所
以
な
り
。
貴
を
並
べ
て
心
を
共
に
す
る
は
、
正
對
の
劣

と
為
す
所
以
な
り
。
又　
事
を
以
て
對
す
る
に
、
各
お
の
反
正
有
り
、
類
を

指
し
て
求
む
れ
ば
、
萬
條
自
ら
昭
然
た
り
。

（
28
）『
文
心
雕
龍
』「
比
興
篇
」
に
「
此
以
容
比
物
者
也
。
若
斯
之
類
、
辭
賦
所

先
、
日
用
乎
比
、
月
忘
乎
興
、
習
小
而
棄
大
。
所
以
文
謝
於
周
人
也
。（
此

れ
容
を
以
て
物
に
比
す
る
者
な
り
。
斯
の
若
き
の
類
は
、
辭
賦
の
先
と
す
る

所
に
し
て
、
日
び
に
比
を
用
ひ
、
月
づ
き
に
興
を
忘
れ
、
小
に
習
ひ
て
大
を

棄
つ
。
文
の
周
人
に
謝
す
る
所
以
な
り
。）」
と
あ
る
。

（
29
）し
か
し
、
班
固
「
両
都
賦
」
も
張
衡
「
二
京
賦
」
も
、
長
安
と
洛
陽
の
お
国

自
慢
に
よ
っ
て
全
体
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
二
作
品
と
も
後
漢
に
作
ら
れ
た

と
い
う
背
景
か
ら
も
首
肯
で
き
よ
う
が
、
長
安
の
豊
か
で
あ
る
が
享
楽
に
は

し
る
様
子
を
、
洛
陽
の
秩
序
正
し
さ
が
説
き
伏
せ
る
、
と
い
う
形
を
と
る
。

以
上
の
よ
う
な
構
成
を
踏
ま
え
れ
ば
、
長
安
を
述
べ
る
パ
ー
ト
で
は
あ
え
て

荒
唐
無
稽
な
存
在
を
提
示
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
30
）川
合
康
三
『
中
国
の
詩
学
』（
研
文
出
版
、
二
〇
二
二
年
）「
第
八
章　

規
範

の
形
成
と
展
開
」
に
指
摘
が
あ
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕『
文
心
雕
龍
』・「
詮
賦
篇
」・
辞
賦
・
賦
論
・『
文
選
』


